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◎議事日程

日程 議 案 番 号 件 名

１ 会議録署名議員の指名

２ 一般質問

追加
発議案第５号 議員の派遣について

１

３ 委員会の閉会中の継続審査について

◎会議に付した事件

議事日程のとおり
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開議 午前１０時００分

○議長（宮川 寛君） 原田参事より、欠席する旨、報告がありました。

────────────────────────────────────

◎諸般の報告

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） これから、諸般の報告を行います。

議会関係諸般の報告については、諸般報告つづりのとおりでありますので、御了承願いま

す。

────────────────────────────────────

◎開議宣告

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） これより、本日の会議を開きます。

────────────────────────────────────

◎日程第１ 会議録署名議員の指名

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、３番多胡議員、４番本田議員を指名します。

────────────────────────────────────

◎日程第２ 一般質問

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 日程第２ 一般質問を行います。

通告順に発言を許しますが、最初に一般質問を行う久保議員からの一般質問通告書には、

農業委員会会長の答弁を求める内容が含まれております。したがいまして、多胡議員は農業

委員会会長席に移動願います。

暫時休憩いたします。

休憩 午前１０時０１分

再開 午前１０時０２分

○議長（宮川 寛君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

２番久保議員。

○２番（久保広幸君） それでは、一般質問を始めさせていただきます。

きょうは、関寛斎に学ぶまちづくりとしての映画制作及び農地の利用集積につきまして町

長及び農業委員会長にお伺いいたします。

まず、関寛斎に学ぶまちづくりとしての映画制作についてでありますが、当町開拓の祖は

関寛斎であります。明治３５年寛斎７２歳の入地であったと言われております。その後の足

跡につきましては、私なんかが申し上げるまでもなく、皆さんのほうがはるかに御存じで、

さまざまな方々が今も研究を続けられており、町内では陸別町教育委員会を初め、郷土研究

会や関寛翁顕彰会が、これら貴重な記録を散逸させることなく、関寛斎資料館における収蔵
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に努めております。また、当町では、その功績をたたえて、銅像、記念碑や記念公園などを

整備するとともに、国民健康保険診療所を関寛斎診療所と名づけております。入地後、寛斎

は想像を絶する困難にもめげず、開拓と地域住民の診療に努めたのでありますが、このこと

について、当町にゆかりのありました司馬遼太郎は、自著「街道をゆく」で、彼にとって開

拓は自然に還ることであり、さらには社会への報謝であると表しております。

平成６年３月、陸別町教育委員会編集発行、関寛斎資料館案内冊子の中の、生き続ける寛

斎像の一文を紹介させていただきます。「栄達の道をさけ、高齢をものとせず、苦難の道を

選んだ寛斎をしのぶ人々のあいだに顕彰活動は起こり、その活動は今日も絶えることなく続

いています。また、寛斎を取り上げた著作、論文も続々と発表されています。英雄、偉人と

して歴史上に華々しく登場した人物ではなく、形として残る大きな業績を残したわけでもな

い寛斎ですが、医者としての原点、人間の生き方としての理想像の評価が大きく変えられる

ことがない限り、寛斎の人間像は時代を超え、いつまでも人々に感銘を与え続けていくこと

でしょう」と記されております。

それでは、通告の質問に入らせていただきますが、今、我が国は、少子高齢社会の中で人

口が減少し続けるという、かつて経験したことのない苦難に直面しております。国が進める

地方創生の名のもとに、町の存亡をかけて地方版の人口ビジョンと総合戦略を策定し、自治

体間の競争をスタートさせました。

さきの定例会における一般質問でも述べさせていただきましたが、当町の持続可能なまち

づくりには、地域の歴史や文化、産業などの知識の習得を初め、子供たちがみずからの今後

の生き方を考え、地域の産業の担い手として成長し、活躍していけるような教育の充実に期

待しているわけであります。陸別町の総合戦略策定のための中高生を対象にしたアンケート

に、貴重な意見が寄せられております。当町をＰＲする努力が必要なこと、全員がまとまり

一丸となってまちづくりを行わなければならないこと、そして、町外に出た人がまた戻って

きたいと思えるまちづくりをすること、将来を担う子供たちの願いに応えなければなりませ

ん。

陸別町地方版総合戦略等検討会は、陸別町人口ビジョンにおける２０６０年の目標人口

を、国立社会保障・人口問題研究所の推計値の２倍を超える１,５５０人に定めました。検

討会は、これを町民の決意と捉えております。そして、陸別町総合戦略には、児童・生徒の

学習等支援事業として、関寛斎の開拓について再考することで愛町精神を育むことが規定さ

れております。

折しも、３年後の平成３０年には、当町の開町１００年、町政施行６５周年を迎えます。

この大きな筋目に、当町の存亡をかけて国の地方創生に基づく施策を取り進めていくわけで

ありますが、まさに今、関寛翁顕彰会などが中心になって、開拓の祖・関寛斎の思いを顧み

て、次の世代に引き継いでいくための寛斎を題材としたノンフィクション映画を町民オール

キャストで制作できないか、模索しております。町として、これを開町１００年、町政施行

６５周年記念事業として実現することができないか、お考えをお伺いいたします。

○議長（宮川 寛君） 野尻町長。
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○町長（野尻秀隆君） 議員おっしゃるように、関寛斎については、陸別開拓の祖でもあり

ますし、生きざま一つとっても、町民誰しもが尊敬していると思っておりますし、紛れもな

い事実であると、そのように思っております。おっしゃるように、総合戦略の中にも、あえ

て関寛斎という実名もしっかり入れてあります。関寛斎に学ぶまちづくりは、至極当然のこ

とと私も考えております。

今の御質問なのですが、映画をつくらないかと、開町１００年、町政施行６５周年のその

ときに、映画をつくらないかというお話なのですが、今、私のところには、わずかな情報し

か正直いってまだございません。持ち合わせておりません。ほとんどの町民の方も、そのこ

とについてはまだ知らないのではないのかなと、そんなふうに思っています。一言で映画と

いっても、これは膨大なもので、イメージビデオをつくるのとはちょっとわけが違ってくる

のではないのかなと、幅広い、本当に先ほど言ったように膨大なものになるのではないか

と、そんなふうに思っています。そんなこともありますので、今この場で具体的なことを言

うのはちょっと余りにも無責任だなというので、そのことに関してのやるやらないの答弁は

差し控えたいと思います。ただ、議員の御意見は丁重に承っておきたいと、かように思って

おります。

○議長（宮川 寛君） ２番久保議員。

○２番（久保広幸君） 現時点で受ける町長の答弁といたしましては、至極当然の内容かと

自分も認識しております。きょうを機に、町民の皆さんにも、この提案に対してどのような

意見をお持ちになられるか、今後の動向を見なければならないだろうと、そのように考えて

おります。

申し上げるまでもなく、開町１００年は、１９１９年に足寄郡戸長役場から分離して、戸

長役場を設置したことを始まりといたしまして、平成３０年が１００年目に当たるわけであ

りますが、これまでも、筋目の年にはさまざまな記念事業を行ってきております。いずれも

が、開拓のあけぼの期を担った関寛斎をしのび、その思いをよりどころに愛町の精神を確か

め合ってきております。

きょう、地方創生と映画制作につきまして申し上げましたが、考え方によりましては、突

拍子もないことと思われるかもしれませんが、決してそうではなく、御存じと思いますが、

他府県では既に取り組まれている自治体がございます。スケールは違いますが、現在上映さ

れておりますトルコ共和国との親交を題材にした「海難１８９０」は、和歌山県串本町長が

まちおこしとして発案したものと言われておりますし、熊本県は、地方創生の目玉事業の一

つとして、地元出身の映画監督が中心になって、阿蘇市などとの広域連携で映画制作を始め

ております。インターネット上でも、その事例と評価が配信されておりますが、多くは映画

制作の過程で地域の人同士の連帯感が強まったとか、外部の目線で地域を見ることにより、

地域の人にも新たな魅力が発見できるなど、肯定的な意見になっております。

もちろん、この映画制作には大きな資金が必要になります。これは考え方でございます

が、例えば、それを関寛斎ゆかりの徳島県、東金市、銚子市などとの地方創生に係る広域連

携事業にできれば、負担も随分軽減されると思います。そのような取り組みの可能性が検討
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できる材料になるかどうか、お伺いいたします。

○議長（宮川 寛君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 先ほど申し上げましたとおり、今、余り具体的なことをやっぱり言

うべきではないと思っていますので、議員のお話し、本当に丁重に御意見として、今の時点

では承っておきたいというふうに思っています。

○議長（宮川 寛君） ２番久保議員。

○２番（久保広幸君） これも同じようなお話しになるのですが、私も現時点ではそのよう

に受けとめなければならないだろうと思っております。

いずれにしましても、さきに申し上げました外部の目線で地域を見ることというプラスの

評価についてでありますが、去る１０月５日、札幌市において「北海道開拓コースを探る」

と題します第５回寛斎セミナーが開催されております。陸別からの３０名を含む１５０名の

参加を得て、当町ゆかりのお二人による記念講演がありまして、その後に参加者による交流

会が行われたのでありますが、今は当地を離れて暮らす当町出身の方が多数おられました。

幾人かと話す機会があり、その中で、いつになってもふるさと陸別には特別な思いがあっ

て、新聞などの報道をつぶさに把握されていて、当町の事情に詳しいのには驚かされまし

た。「ふるさとは遠きにありて思うもの」と言われますが、いつになっても心のよりどころ

になっているのだと感じたのであります。人口の減少は避けられませんが、町外にも多くの

応援者がおります。陸別の町としてのイメージ像を確立し、話題を共有することで、当町と

の絆を深めることが今後のまちづくりの一翼を担うものと考えます。

そのようなことから、開町１００年の筋目に際して、開拓の祖・関寛斎のスピリッツを再

考することは、切り離すことのできないものと考えます。ぜひとも、映画制作を実現させて

いただきたく願うことを申し上げまして、質問を続けさせていただきます。

次に、農地の利用集積についてお伺いします。

農業者の後継者不足、高齢化による生産活動の低下や農地需要の減退などによる地域の活

力低下が懸念されている中で、遊休農地や耕作放棄地の増加が全国的に問題になっておりま

す。当町におきましても、陸別町農業委員会が公表しております耕作放棄地面積は、平成２

６年４月時点、これは「２０１０年の農林業センサス」の数値によるものでございますが、

７２ヘクタールあるとされております。先ごろ、「２０１５年農林業センサス」の概数値も

公表されておりますので、若干数値は異なるかもしれませんが、公表されている数値として

は、７２ヘクタールということであります。

この耕作放棄地の取り扱いにつきましては、農林業センサスや耕地面積調査など、ぞれぞ

れに定義が異なっているようで、したがいまして、調査結果にも差異があるとのことであり

ますが、回ってみますと、明らかに以前は採草地であったであろう荒廃農地が見受けられる

のも実態であります。農業の機械化とその大型化が、地形などのリスクによって利用されな

い農地の発生につながっているものと考えられます。また、農家戸数の減少によって、農地

の需給関係が緩くなって、更新の行われない牧草地がふえ、結果として地力の低下を招き、

収量が落ちて、荒廃に至っているものもあります。
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さらに、ＪＡ陸別の将来に関する北農中央会独自のシミュレーション調査結果では、こ

のままの状態で推移した場合、１０年後には１,２００ヘクタール余りの農地の引き受け

手を用意しなければならないものとされております。国の地方創生に基づく当町の地方版

総合戦略におきましても、新規就農者数を年に１組、農業生産法人数は計画の５年間で３

法人を見込んでおりますし、飼料生産における個別完結方式の限界に対応する作業支援シ

ステムとして、ＴＭＲセンター、日本語で言いますと、混合飼料供給センターとなるそう

ですが、この拡充などが上げられております。このようなことで、農家戸数が漸減して

も、農作業の支援システムや法人化でそれをおくらせ、新規就農者でそれを補う体制の整

備を急いでおりますが、それにしても農家戸数が減ることによって、農地の流動化は避け

られないものと考えられます。

このことにつきましては、３年近く前の町議会、平成２５年３月定例会において、人・

農地プランに関する質疑が行われております。人・農地プランとは、地域の担い手確保の

問題や将来の農地利用について、地域で話し合って解決するための計画とされております

が、当時は、プランは分線地区を対象に作成したが、今後は町一円で農業者の考え方を踏

まえて積極的に推進したいと答弁されております。

そこで、このプランに関する現在の作成及び見直しの状況について、お伺いいたしま

す。

○議長（宮川 寛君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） ただいまの農地の利用集積について、人・農地プランに関する作

成及び見直しの状況ということで、私も記憶の中で、平成２５年３月の定例会で、たしか

古田議員の質問があったように記憶して、私なりに調べてきました。一応いろいろ見直し

や何かもありましたので、そこら辺ちょっと説明しておきたいなというふうに思います。

お話のように、国では、地域での話し合いに基づき、人と農地の問題を解決するため

に、人・農地プランの作成を通じて地域における中心的な経営体を明確にし、それらの経

営について青年就農給付金などの対象とする制度を創設したと。ほかにも、スーパーＬ資

金の５年間の無利子等、そういうことも含まれていたと思います。

経過としまして、当初平成２５年１月２３日、分線地区におきまして人・農地プランを

作成いたしました。平成２５年９月２０日、上陸別地区と上陸別地区以外をまとめた陸別

地区の２計画を作成いたしました。陸別地区には、最初につくった分線地区をこのときに

組み入れております。二つの区域に分けたということなのですが、これは全町で一つだと

余りにも区域が広過ぎることと、各種支援対策の対象とならない可能性があったと。そう

いう理由がありまして、国のほうからも指導がありまして、そういうふうに二つに分けた

という経緯があります。

なお、必要の都度、計画内容を見直すことができます。平成２６年１１月２５日と２７

年３月２７日、一部の見直しを行っております。これについては、計画の策定につきまし

ては、陸別町人・農地プラン検討会というものをつくりまして、承認を受けて随時決定し
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ているということでございます。

○議長（宮川 寛君） ２番久保議員。

○２番（久保広幸君） ただいま御答弁いただきまして、プランの作成や見直しの状況に

つきましては、既に御存じと思いますが、北海道内の市町村別データとして、平成２６年

度分につきましては、本年１０月に北海道農政部農業経営局農業経営課が公表しておりま

す。そのことにつきましては、後の質問に関連することでありますので、その質疑の際に

少々述べさせていただきます。

さらに、２５年３月の定例会における質疑の際に、人・農地プラン作成の目的の一つで

ある将来の農地利用のあり方に関して、利用の集積については、農業委員会が中心になっ

て着々と進められている旨の答弁がありましたが、確かに農業委員会としましても、公表

されております今年度の活動計画では１０ヘクタール程度の利用集積を予定しておりま

す。町としましても、現時点での農地の利用集積の進捗状況をどのように見ておられる

か、まずお伺いしたいと思います。

○議長（宮川 寛君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 農地利用集積の進捗状況ということなのですが、農地利用集積計

画というのは、これは議員おっしゃるように、農業委員会で土地の出し手、受け手、そう

いう関係を調整して、整った場合は町長に対して利用集積計画の作成について要請があり

ます。町長は要請に基づきまして、利用集積計画を樹立して告示するというような流れに

なっています。この告示をもって賃貸借、使用の貸借、あとは売買に至るまで所有者の移

転等、決定されるような仕組みになっております。

これ以上具体的な実務は、農業委員会で行っていると思いますので、議長、これから後

の答弁はよろしくお願いします。

○議長（宮川 寛君） 多胡農業委員会長。

○農業委員会長（多胡裕司君） それでは、一般質問の内容についてお答えをいたしま

す。

農地の利用集積の進捗状況ということなのですけれども、まず今、町長の話がありまし

たように、出し手と担い手、これが整った場合、私たち農業委員会としては、町長に対し

て利用計画の作成を要請すると。町長は、要請に基づいて農地利用集積計画の作成を告示

します。そこで、私たち農業委員会としては、粛々として受け手、出し手、それと売買、

また所有権の移転に関することを農業委員会で決定いたします。

それで、実績なのですけれども、まず陸別町の農地台帳の面積は、今６,２００町余り

です。そこで、町外の農業者の耕作地というのが２８０町ございます。これは、置戸町に

２６７町ですとか、足寄町の一部の方が約十四、五町あります。それと公共草地、例えば

トラリ地区においては４２町、また鹿山地区が約５５０町余り、それとポントマムの公共

草地が５６５町ぐらいございます。それと集積率、ここが一番のあれだと思うのですけれ

ども、担い手、認定農業者の数が、法人が１０戸、個人が６１戸。それで、法人の方の面
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積が１,２００町余り、そして個人の認定農業者の面積が２,６００町余りでございます。

面積がこういうふうになっております。

それと、認定農業者以外の農家、これが陸別町は１５戸ありまして、面積に直しますと

３５０町余り。それと、あと河川用地、号線ですとか、町の所有地、また相続未了での利

用権設定ができない農地ですとか、利用権未設定農地、いわゆる闇小作、これが約３５０

町ほどあります。

それで、農地の集積率を単純に申しますと、認定農業者の農地、これがいわゆる農地集

積率ですから、これが３,８８０町余り、それと農地台帳の面積が６,２００町余りですか

ら、これを単純に割りますと６２.６％の集積率となります。しかしながら、先ほど言っ

た実質の集積面積というのは、担い手の農地面積が３,８００町、それといわゆる町外の

耕作地ですとか、公共草地、それらを引いた面積で、４,７７０町余りで割りますと８１.

３％の率になるかと思います。

それで、うちの農業委員会としては、担い手農地の集積の取り組みということで、非農

家からの所有権の移転ということで、平成２５年度は、１２件で約１３９町の売買になっ

ております。その内訳は、町外在住者が７名、町内在住者が６名でございます。そして平

成２６年度は、件数が９件で１３５町余りの所有権の移転になっております。町外者が４

戸、町内在住者が５戸でございます。そして今年度は、件数にして１５件、面積にして１

６０町余り、それで町外在住者が１０戸、町内在住者が５戸の所有権移転を見ておりま

す。この３年間で見ますと、３６件で４３４町余り、件数にしまして、町外の在住者が２

１名、町内在住者が１５名でございます。

それと、一昨日の補正により、相続関係説明図作成業務委託、これを予算計上いたしま

した。これは、相続人の調査でございます。町内、町外の相続人をいち早くきちっと整理

をして、相続の進んでいない農地がありますので、そこら辺をきちっと精査をして、いち

早く賃貸借及び売買に結びつけて、さらなる集積率の向上を図っていこうと思っておりま

す。

以上です。

○議長（宮川 寛君） ２番久保議員。

○２番（久保広幸君） 続けます。先ほど申し上げました北海道農政部が公表しておりま

す平成２６年度人と農地の状況に関する市町村ベースデータにつきまして、先ほど町長か

ら答弁がございましたが、人・農地プランの作成見直しの状況につきましては、答弁のと

おり、町内２地区で作成されておりまして、平成２６年度に２地区とも見直しが行われて

いることに、公表されている資料ではなっております。

また、担い手の農地集積の状況について述べさせていただきますが、これも公表されて

いる数字でありますが、見直しの状況につきましては、管内１９市町村全てにおいて１４

４地区に分けて作成されており、うち１２０地区で平成２６年度中に見直しが行われてお

ります。担い手の集積状況につきまして、同じく公表されておりますが、その集積率につ



― 10 ―

きましては、管内１９市町村平均では、平成２６年３月末時点で８９％、本年３月末時点

で９０％となっております。

なお、当町につきましては、先ほど農業委員会長から答弁がありましたが、面積とか算

出の方法によっていろいろ捉え方が違うのではないかと考えます。私の持っている資料で

は、当町の耕地面積は、若干の違いですが、公共草地などを含めまして６,０８０ヘク

タール、これらの公共草地等を除く経営耕地面積が４,９００ヘクタール余りと。そのう

ち、これはＪＡ陸別の本年８月時点の調査でありますが、１３０ヘクタールが借地として

賃貸借されていると、そういう状況にございます。そういう状況を踏まえまして、今公表

されております算出法の違いもありますが、当町の状況といたしましては、集積率につい

ては、平成２６年３月末時点で７５％、本年３月末時点では７６％ということでありま

す。市町村それぞれに固有の事情があると思われますので、集積率のみをもって事業への

取り組みいかんを評価すべきものではありませんが、一般的には農地の集積率が農業経営

のコストに反映されますので、その向上に向けた取り組みが必要と考えます。

質問を続けさせていただきます。

当町の農業経営者の年齢構成から考えますと、今後、相当のスピードで離農者が発生す

るものと見込まれております。したがいまして、それに対応する農地の集積によって遊休

農地や耕作放棄地の発生の抑制を積極的に進めなければならないものと考えます。農地の

集積に関してですが、現在、国は農地中間管理機構の事業を制度化して、農業の担い手だ

けではなく、農地の所有者である貸し手などの出す側にも金銭的な支援が行われる仕組み

にしております。北海道農政部が公表しております平成２６年度人と農地の状況に関する

市町村ベースデータには、このことにつきましても含まれておりまして、管内１９市町村

のうち、農地中間管理機構の事業とその前に制度化されている農地利用集積円滑化団体の

事業のいずれも活用していないのは、これは直近の状況は私はわかりませんが、平成２６

年度までは陸別町のみとなっております。当町におきましても、農地の荒廃対策としては

幾つかの施策を準備しているものと考えますが、この農地中間管理機構の事業も有効なも

のと考えます。これを活用してこなかったのは、対象となる農地の管理案件がなかったの

か、このことについてお伺いいたします。

○議長（宮川 寛君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） お尋ねの、これは平成２５年の法律第１０１号だったと思うので

すが、農地中間管理事業の推進に関する法律ということで、中間管理機構の活用を図ると

いうことなのでございますが、これはわかりやすく言うと、公益財団法人北海道農業公社

が農地中間管理機構となりまして、農地中間管理事業を実施するということになっており

ます。先ほどもありました農地の出し手、そして受け手ということになるのですが、陸別

町では受け手はいるのだけれども出し手がいないということですので、今まで陸別町で、

これは利用されていないと。それと、ちょっとお聞きしたところ、これを使うと結構時間

的にかかってしまうというようなこともありまして、利用者がいないというふうに聞いて
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いますが、これに関しても、議長、実務は農業委員会のほうにお願いしたいと思います。

○議長（宮川 寛君） 多胡農業委員会長。

○農業委員会長（多胡裕司君） それでは、ただいまの中間管理機構についてお知らせを

いたします。

これは、国の施策で、農業委員会にかわって中間管理機構、北海道でいいますと、北海

道農業公社でございます。それで、最初の申し込みを受け付けした時点で、うちは受け手

が１人、出し手がゼロでございます。それで、今うちの地域と、あと残り３町村が農地中

間管理事業を使っておりません。それはどうしてかといいますと、当町は離農が少ない

と。離農が出た場合に速やかにこの管理機構に乗るのもいいのですけれども、やはり負債

があって、どうしても農地の売買に応じないとならないという考えもありますし、出し手

の方の年齢が非常に高齢だということで、これは賃貸借を結んでから１０年間、その方が

亡くなった場合には、お金を返さないとならないと。その間、相続ができればいいのです

けれども、出し手の方の意向としては自分のお子さんたちに迷惑をかけたくないという理

由で、なかなか出し手に、考えているのだけれども無理だねということで、うちはこれを

使っておりません。

それで、多分恐らく、これから考えられるのは、大きな法人格が会社をつくって、これ

に数人の農地を法人格に賃貸借契約を結んで、その間白紙委任契約を結んで、そういう形

で中間管理機構、これを使う事例が最近は、隣町でいきますと置戸町、それと津別町の畑

作農家が二百五、六十町の中間管理機構事業を利用しております。それと、大樹町のメガ

ファーム、これが約３００町余り、これも新しい会社をつくって、これに移行して中間管

理機構を使って集積を図るという運びになっております。

当町としても、離農ですとか、法人格、そういった場合に、これから中間管理機構の話

になっていくのかなと思うのですけれども、現時点ではまだ、うちとしては出し手と受け

手、ここら辺がありませんし、きちっと賃貸借を結んでいるもの、農業委員会で結んでい

るもの、合意解約をして中間管理機構に入るということはできませんので、今の段階で

は、まだ出てきた段階で考えるということでとどめております。

以上です。

○議長（宮川 寛君） ２番久保議員。

○２番（久保広幸君） 今、農業委員会長からの答弁の中にありましたが、既に皆さんも

御存じのことと思いますが、隣町、置戸町勝山地区のことにつきまして、今答弁があった

わけでございますが、ここは農家１３戸が面積計５００ヘクタールで法人を組織したと。

農地中間管理機構制度の補助金を利用するとともに、町として公共施設、これは勝山の公

民館でございますが、改修して法人の事務所として提供するなどの支援を行っておりま

す。農地中間管理機構の事業を活用することによって、経営コストの削減のみならず、場

合によっては、参入企業の誘致や研修農場の整備などを含む取り組みも検討できるように

なるのではないかと考えているわけであります。
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最近の新聞報道でございますが、国は、ＴＰＰ対策といたしまして強力に法人化を推進

する考えを示しております。例えば、農業生産法人への一般企業の参入の出資割合、現在

は原則２５％未満に限られておりまして、来年の４月からは、これが５０％未満に拡大さ

れます。さらに、５０％以上に引き上げる考えも検討されているということでありまし

て、そういうことで今、農業委員会長が答弁されましたように、大きな法人の、法人化へ

の進め方がどんどん進んでくるだろうと思います。また、ＪＡ陸別が計画しております

リース方式の農場整備におきましても、農地中間管理機構を使うことによって、土地だけ

でもリースしやすくなりますので、新規就農者に対する設備整備がスムーズに行われるよ

うになるのではないかと、そのように考えております。

今、農業委員会会長の答弁の中で、現時点まではいろいろな問題で取り組めない部分が

あったのではないかと思いますが、大規模法人の設立に関しては、当然集約が必要になり

ますので、前向きな検討を加えていくだろうと、そのように私は理解しておりますので、

これに関する質問は、きょうはしないでおきます。

農地の賃貸借につきましては、これまでは、個人的な信頼関係に基づいているものが多

い状況にあります。大規模経営を推進する上で、今申し上げましたように、借入地の集積

が必要になるのは紛れもない事実であります。折しも、今、政府税制調査会では、来年度

の税制改正大綱を取りまとめておりますが、その中で、検討の段階ではありますが、耕作

放棄地に対する固定資産税の引き上げと、一方で、農地中間管理機構に農地を貸し出した

場合の税の軽減案を打ち出しております。固定資産税の引き上げにつきましては、現行で

は農地全般に適応しております軽減措置の対象から耕作放棄地を除外する方法が考えられ

ているようでありますが、いずれも、早ければ平成２９年度から実施したいとしておりま

す。

平成２５年の農地法改正によりまして、耕作放棄地対策が強化されております。既に耕

作放棄地となっている農地のほか、耕作放棄地となるおそれのある農地も対策の対象にな

りました。また、所有者不明になっている耕作放棄地につきましても、公示と道府県知事

の裁定によって農地中間管理機構が借り受けることができるようになっております。人・

農地プランの作成見直しを積極的に進める中で農業者の将来の経営規模や農用地の利用に

関する意向等を踏まえまして、農用地の集積、収益に向けた合意形成を図って、農地中間

管理機構の農地中間管理事業、これは農地の貸借でありますし、さらには法改正で農地中

間管理事業の特例事業とされる農地の売買等事業を活用していくべきものと考えておりま

す。

再度繰り返しになりますが、農地中間管理機構の事業につきましては、これまでは利用

されておりませんが、今後、大型法人化に向けては必要に応じて検討するというふうに理

解させていただきまして、以上で私の質問を終わらせていただきます。

ありがとうございました。

○議長（宮川 寛君） 多胡農業委員会長。
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○農業委員会長（多胡裕司君） 今の議員のおっしゃるとおりだと思っております。その

前は、規模拡大加算というのがございました。それが今の中間管理機構に移行する前でご

ざいます。これが対象になったのがＴＭＲセンター、約３５０町余りで会社を立ち上げ、

それに白紙委任をしてきちっと会社に移行したということで、規模拡大加算を利用してき

たのが、その当時でございます。それが、今、議員おっしゃるように、平成２５年度から

中間管理機構、これができてから規模拡大加算がなくなりました。それで、なかなか移行

する状況に、今議員がおっしゃるように、恐らく大きな法人化を目指さない限り、これに

は当てはまってこないのかなと。

また、陸別町は非常に離農が少ないです。ほかの町村でいきますと、ほとんどが離農し

た農地、離農しようとするところを中間管理機構に乗せて、受け手に渡しているのが現状

です。しかしながら、うちの場合、出し手がないということで、２割いきません。ほかの

町村は２割を超えているということで、これに当てはまってくるのですけれども、最近で

は高齢化ということで、なかなか賃貸借に結びついていないのが現状だと、ほかの会長さ

ん方もそうおっしゃっております。今、議員がおっしゃるように、そういう場合、大きな

法人格ができた場合には、中間管理機構に移行する形がとれればいいなと思っていますの

で、ぜひとも農業委員会としてもいろいろな形で集積を進めていきたいなと思っていま

す。

○議長（宮川 寛君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 町のほうでも、時代も変わって、環境も変わってきているという

のは、十分承知しているつもりです。農地に関しては、農業経営の根幹を占めるすごく大

事なことなので、個々はもちろんですけれども、ＪＡ、そして農業委員会、関係機関と十

分連携を図って調整をとってほしいと思います。そして、町もできることがあれば一生懸

命やっていきたいと思いますので、よろしく御理解いただきたいと、かように思います。

○議長（宮川 寛君） １１時まで休憩いたします。

休憩 午前１０時４６分

再開 午前１１時００分

○議長（宮川 寛君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

一般質問を続けます。

４番本田議員。

○４番（本田 学君） よろしくお願いします。

きょうは、陸別チャレンジプロジェクトということで、平成２４年から進んできている

ことでございます。ミネラルウォーター開発事業、木炭開発事業、薬用植物研究事業、そ

れと陸別牛乳、それと、これからのブランド、これからどう進んでいくのかというのと、

今までの成果をどう評価しているのかという、わかりやすく、きょうは行きたいなと思っ

ております。

１２月２日から８日まで、ＪＲ札幌のどさんこプラザで、陸別物産展ということで１週
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間ありました。私、その中で２日間駅にいまして、陸別の山菜等はもちろん、鹿ジンギス

カン、ジャーキー等々売ってきまして、札幌でも、陸別のラリーに来ましたとか、いろい

ろ駅の一角に初めて１日というか、２日いたのですけれども、なかなか自分でも勉強に

なったというか、やっぱりお話もできないと物も売れないという、その中に今回、チャレ

ンジプロジェクトの中にさまざまな可能性があるのではないかなと思っております。

ただ単に、陸別チャレンジプロジェクトということで始まってきておりますが、町民の

中には、これからどうなっていくのかとか、いろいろな町長の思いも、きょう聞かせてい

ただきたいなと思います。それと、職員、町民にわかりやすい進め方になっていけばいい

かなという思いで、きょうは一般質問をしていきたいと思います。分けていきたいと思い

ます。

まず、ミネラルウォーター開発事業ということで、平成２４年に試供品１万５,０００

本ということで、委託製造で始まってまいりました。２４年の前にも、陸別においしい水

が湧き出ているという話が、数年前からあって、やっと実現化されて５００ミリリットル

のペットボトルで誕生したのかなと思っております。商品名とか、さまざまなパッケージ

を決める委員会のときに、私も一応参加して、できたことを覚えております。そのころ

は、まだ水道水ということで始まりましたが、やはりナチュラルミネラルウォーターとい

うことで、平成２５年、そして３万本という製作できております。そして今に至っており

ますが、まず２４年から２７年まで、水に関して、町長の感想というか、ここまでの成果

についてどのような分析をしているか、まずお伺いします。

○議長（宮川 寛君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） まず最初に、チャレンジプロジェクトについては、私の選挙公約

でもありまして、調査研究事業の強化推進と、これを掲げています。間違いなく事業を継

続する考えでありますし、チャレンジ精神というのは常に持ち続ける必要があるなと。こ

れはまちづくりにとっても同じようなことが言えるし、それは、議員も御理解していただ

けるのではないのかなというふうに思っています。

それでは、まずミネラルウォーターですね。議員おっしゃるように、平成２４年度から

始まりました。今までに７万５,０００本製造しております。そのうち、これは１２月１

０日現在の数字なのですが、ＰＲ用で４万６,２２１本、販売では２万３,８０４本、残が

約５,０００本近く、４,９７５本ですか、残っている状態になっています。今申しました

ＰＲ用の数字でいくと、パーセントでいくと約６１％、これはお金になっていないＰＲの

もので出しています。議員もいろいろなところに行って、物販をやっていただいているの

ですが、味もおいしいねと評判ですし、パッケージもかわいいと。そして、見て陸別町と

わかっていただけると、それもちょっと効果の一役でないのかなと思っています。

当初、水のこれは事業として、こうやって手がけて、どこか受け手があれば、それを事

業化してやっていただくというのが一番いいことだと思ってきているのですが、なかなか

やっぱり事業をやるほうも採算の問題とかありますので、二の足を踏んでいるのかなとは
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思うのですが、これからも今までどおり、何本つくるかというのはまた別にしまして、Ｐ

Ｒしたり、また町内外での物販促進活動等、そして先ほど言いました事業化に向けてのこ

とも、いろいろ調査していきたいと、かように思っています。

○議長（宮川 寛君） ４番本田議員。

○４番（本田 学君） 町長おっしゃるとおり、前回、町長が副議長のころに、黒松内町

に行って視察をしてきたときに、ただより高いものはないではないですけれども、水はた

だで湧き出ても、やはりパッケージとか、そういうもののお金が結構かかるということ

で、そのときの私の感想では、数億円かかるという事業であります。それで、なかなか事

業化というのは難しいのかなというところがあります。ただ、３万本製造するのに、約２

００万円、ここにまた一つの議論というかがあると思うのですが、今言ったように、パー

センテージからいくと宣伝のほうが６割以上で、お金になっていないというところであり

ます。水は僕のお店でも売っていますが、そうそう何千本もおうちで売れるものではあり

ませんが、ただ評判は、今、町長おっしゃるとおり、どこで物販していても、おいしいお

水だと、その場であけて飲んで、その場で答えてくれる人たちもおりますし、やはりおい

しいということもあります。ただ、これは、必ずこのやり方でやっていくと壁が来るのか

なと思います。

ただ、今の町長の理解の中には、宣伝という部分があってもいいのではないかという

か、その割合で、腹の決め方だと思うのですよね。これを全部販売して、２００万円か

かっているから、では１０年で２，０００万円かけて、どれぐらいのことになるのだとい

う話になるのかというところなのですけれども、ここは、ことしがどういうこととかとい

うことではないのですけれども、賞味期限が２年になって、来年６月できっと残りの五、

六千本ですか、賞味期限が切れると思うのですよね。

それで、来年どうするのだと。お水は、そんな１カ月、２カ月の賞味期限で店頭に並べ

て売れるものではないと思いますし、その絡みで、大体半年か何かの間に、今の５,００

０本をどうするという話になると思うのですよね。これは、来年度に向けての３月の予算

の関係になると思うのですけれども、ここでまず整理するのは、この３万本、これは３万

本でないとつくれないことなのかということになります。そこら辺と、来年にかけて、ま

ず３万本、２００万円何がしかで製造する考えがあるのか、まず伺いたいと思います。

○議長（宮川 寛君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 今の質問なのですが、製造を頼むのは、１ロットでその数字なの

です。これは、もう一回交渉もしてみる必要があるなというふうに思っていますし、費用

対効果でみれば、おっしゃるとおりですし、ただ、物事というのはやっぱり価値観の問題

もあると思うので、そこら辺も踏まえて、いろいろ調査研究しながら、数を決めたりなん

かしていこうと思います。

また、陸別、寂しいのですけれども、地場産品がやっぱり少ないということで、そのこ

とで水も一つの産品として、今認知されているのかなというふうに思いますので、先ほど
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言ったように進めていきたいと、かように思っています。

○議長（宮川 寛君） ４番本田議員。

○４番（本田 学君） 町長のそういう、販売の、こだわらないというわけではないので

すけれども、いろいろ広げていくという気持ちは僕も同じなので、物ができたということ

はとてもすばらしいことで、相当な努力とか、苦労があって、ここまできたのかなと思い

ます。

そこで、いろいろ調べても、３万本の中で、１万本でできるのかできないのかという議

論になると、結構難しいところになるのかなと思います。そこで、２年間で３万本をどう

有効活用なり、販売なりしていくかという話を、角度を変えて考えてみたいなと思いま

す。

今までも、イベントでの配付なり、景品はもちろん、町の御理解を得て使わせていただ

いたり、各地に行って配付したりとかということは、いろいろあると思います。これか

ら、お水の可能性という中に、前回も同僚議員が言いましたふるさと納税だとか、２年の

間にどうやって３万本の水が処理できるかという、こういう計画ですね。これが１万本で

大丈夫だということで製造してくれるなら、１万本の計画でも構わないのですけれども、

現時点では、多分３万本というのがなかなか１ロットという部分で難しい部分になるのか

なと思います。

それと今、空き家対策で３町連携という中に、３町の特産品の中に一つつくってみるだ

とか、あと自動販売機ですね、どうなのかなと思ったときにいろいろ調べてみると、四角

いパッケージなので、自動販売機に引っかかる可能性があって、自動販売機には無理なの

ではないかなと言われたときに、考えてみるとほとんどのやつが丸なのですね、ペットボ

トルが。いろいろなちょっとした可能性があると思うのですよ。あとはコンビニですね。

これは京極の水が、陸別にもありますが、あるコンビニで置かれております。

こうなってくると、先ほどもいろいろ今までのやり方がどうだということではないので

すけれども、これをさばいていく中に、それとＰＲも兼ねていく中に、町長のトップセー

ルスではないのですけれども、そういうものがやはり必要になってくるのではないかなと

思いますが、いかが思いますか。

○議長（宮川 寛君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） おっしゃるとおり、ロット数の確認はもちろんなのですが、それ

がだめで３万本が最低となれば、それはいたし方ないと思っています。それで議員おっ

しゃるように、緻密な計画、第一はやっぱり販売することを中心に考えるというのはもち

ろんなのですが、あとは有効に利用できることも緻密に計画を立てていくのが大事だなと

いうふうに思っています。それに関していえば、また角のボトルがだめで、販売機では丸

だと、それでいけばおもしろい展開になるよということにでもなれば、そこら辺もちょっ

と調査研究していきたいなというふうに思っています。

○議長（宮川 寛君） 野尻町長。
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○町長（野尻秀隆君） ちょっと補足なのですけれども、ふるさと納税に関しては詳しい

ことは言えませんけれども、実際ふるさと納税で、そのお礼で水も使っていますし、あと

おっしゃるように、セイコーマートさんとか、ほかのもちろん本田さんにも置いて販売し

てもらっていますし、そういったことも含めて検討していきたいなというふうに思ってい

ます。

○議長（宮川 寛君） ４番本田議員。

○４番（本田 学君） 当然セイコーマートとか、陸別に置かれているのもわかっていま

す。ちょっとしたコンビニという言い方をしたのは、他町村で置いてもらえるなら、京極

の名水も、あの入れ物も、聞くところによると、自分のところでつくっていないで、お水

だけを入れて、１００円何がしかで置いているという例もあるので、そういうふうになっ

ていくとすごく、夢の話なのか、現実になるのかというところに入ってくるのですけれど

も、やはりそういうところは、何でも町長のせいにするわけではないのですけれども、

トップセールスというか、そういうところでいろいろな出会いもあると思うのですよね。

コンビニのお偉い方とか、会うときに言って、そうなってくると事業化とか、そこを捨て

たことではないと思うのですよ。

今の段階では結構難しいかなと、自分では思っているのですけれども、ちょっとした発

想で、この間も、僕の札幌のお友達、同級生のところで陸別の水を売りたいということ

だったのですけれども、結局はちょっと桁数が違うのですね。中国だとか、東京だとかと

いうところで陸別の水を売りたいというお話が来たときに、やはりちょっと一桁違うよう

な１０万本とか、何とかというところで、値段のこともあるのですけれども、そんな話も

僕のところに来たりしています。ちょっとしたことで、これだけ出ている水と、これだけ

のものができたところに、一つの可能性があるのかなと思っているところであります。

そこで、さまざまな苦労がありながら、ここに来て、職員もそうですけれども、町民に

も理解されているところですし、職員もやりやすいような環境になっていけばいいのかな

と思っております。

次に、木炭開発事業であります。

これも、チャレンジプロジェクトの中で２４年からです。僕の記憶では、商工会の役員

もやっていたので、商工会のほうでも、いろいろ木炭というのは研究されてきたところか

なと思います。２３年には、下川町森林組合、ホーム企画センター等々を視察しながら、

北見工業大学工学部バイオ環境化学科といろいろな連携をとりながらとか、木炭は来たと

思います。

これも、現時点までの町長の木炭に対する成果とか、これからという話はこの後の質問

になりますので、思いをまず伺いたいと思います。

○議長（宮川 寛君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 今、木炭に入る前に、ミネラルウォーターのことなのですが、

トップセールスでも可能性は間違いなくやっぱりあると思いますので、そこら辺も頭に入
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れながら頑張っていきたいなというふうに思っています。

木炭のほうなのですが、これは既に、議員の皆様にもお話ししていることなのですが、

平成２５年度に北見工大などに可能性調査を依頼しました。木材需要とか、事情がそこら

辺環境の変化もありまして、木炭関連製品の用途やコストに課題が多く、また炭窯の改修

に、今使っているやつに多額の費用がかかると、それも判明したことで、新たな費用をか

けた事業の継続は行わないというふうに判断したところであります。

ただ、木炭の効用とか何とかというのも、今まで一生懸命調べて研究してきたのです

が、この後に出る薬用植物の畑に、実は木炭を入れて植物を栽培しております。水はけも

よくて、植物の成長もいいというふうに成果が上がっているところであります。２８年度

利用する木材もありますし、木炭のできている製品もありますので、そこら辺も含めて調

査研究を持続していきたいと、かように思っています。

ことしは、町民の皆様にも木炭、これはカラマツ、トドマツだったのですが、希望する

方に無料で配付した。こういうのができているよと配付したということも申し添えておき

たいなというふうに思っています。

○議長（宮川 寛君） ４番本田議員。

○４番（本田 学君） 下川町やいろいろなハウスメーカーに行って視察等々をしたとき

に、安ければ買ってくれるというような、簡単に言うとお話なのですが、これも中国の竹

炭とか、本当に破格な値段で、これが本当に間伐材でただでやってもどうなのかというと

ころの入り口があったのも確かかなと思います。

ただ、木炭もどこかに、自分なりに着陸地点ではないのですけれども、だめだからやめ

るとか、いいとかという前に、まだちょっとした可能性もあるのかなと。せっかく製品が

できて、除湿という面で、お家を建てたりするのに、陸別の住宅、公共事業もそうなので

すけれども、木炭を使ってみるだとか、民間の住宅を建てるときにちょっとした補助では

ないのですけれども、陸別町の木炭を使ったらこういう補助とか、補助という言い方がい

いのか、あれなのですけれども、そういうちょっと、木炭だけのところの利益とか、その

ものではなくて、それがまた行政の役割ではないですけれども、ちょっとしたことを入れ

ることによって、生き返るのかなと思うのですけれども、その辺の考えというのはいかが

ですか。

○議長（宮川 寛君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 木炭、民間でも木炭を製造されている方もおられますし、そこら

辺もいろいろ協力をいただきながら、今議員おっしゃるような、ちょっと視点を変えてみ

る必要もあるのではないかなと。住宅に炭を使って成功している建設会社に視察や何かに

も行きましたし、そこら辺もあるので、それに限らず、可能性はまだまだ探っていきたい

なと、そのように思っています。

補足なのですが、陸別町でつくっている公営住宅にも一部、陸別産の炭を床下に埋めて

いるという事実もあるそうでございますので、そこら辺の効能等も、また後でデータをと
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りながら、可能性、いいものはまたそっちの方向にでも進めていく必要もあるのかなと、

かように思います。

○議長（宮川 寛君） ４番本田議員。

○４番（本田 学君） ぜひ、町長おっしゃるとおり、角度をちょっと変えて、これから

建てる方とか、今までがどうだったのだということではなくて、政策を出すといろいろ不

公平さが出るのかもしれないのですけれども、そんな感じでちょっと手を加えて、補助を

入れるなり、建てるときに陸別産の炭ですよとかというお家で、やはり木材の、林業の町

という中に、一つまたこれも有効なお金の使い方とアピールというか、こういうふうにし

ていますよというところの視点もあるのかなと。

もう一つ、可能性ということでいろいろ考えてみたのですけれども、ことしの１０月１

０日から１２日まで、先ほども関寛斎のお話が出ておりましたが、東金市に、ことし２回

目ですが、関寛斎の生まれた町ということで行ってまいりました。２回目だったので認知

度も高く、売り上げも前年よりも上がって、やはり北海道という中には、山菜というの

が、別に町長をよいしょするわけではないのですけれども、山菜がすごくヒットします。

先ほど言い忘れたのですけれども、どういう成果がそういう物販に行って起きたかという

と、先ほどに一つ戻しますと、ＪＲのどさんこプラザでも、ぜひフキを置きたいとか、

行って費用対効果ではないのですけれども、そういうつなぐのも振興公社なり、観光協会

なり、何なりの一つの仕事の中に、おいしいものはおいしいで、そこで伝わっていくこと

があって、東金市に行ったときも、山菜は本当に珍しいもので売れます。ここは、その入

り口はただ売ればいいということではなくて、この後にどういう展開でいけるかなと。関

寛斎が生まれたということを入り口につながりができて、どういう発展をしていくのかな

というのを狙いとして、行っているつもりであります。

そこで、ひょっと目にしたのが、木炭屋さんという方がいて、フランクを焼いていたり

とかという方と２年連続一緒になってやったのですけれども、この木炭に食べ物の可能性

もあるということがわかりまして、豆を木炭の粉にして、これがどういう成分でいくかと

いうことは、そこまでお話はしなかったのですけれども、そういういろいろな可能性があ

るのだねということで、実際の製品もありました。食べたのですけれども、非常においし

くて、そこは千葉県で、落花生の有名なところなので、豆とコラボして、みのりやという

ところで売っていたのですけれども、食べさせていただいたのですけれども、おいしかっ

たです。

これから、連携事業に対して国がお金とかということであれば、本別の豆とかを使った

りとか、陸別は林業なので、木炭ができたものとまたコラボしてみたり、ただ、陸別の木

の質とかいろいろなことによって、それが本当に食べ物に適しているかどうかというの

は、そこまで僕自身調べていないのでわからないのですけれども、今可能性として、やっ

ていけるのではないかなと思うのですけれども、食ということの可能性について、町長は

いかがですか。
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○議長（宮川 寛君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 炭を絡めた食、食べるという、炭も食べる物に関していろいろ燃

料というか、例えば焼き鳥を焼くような炭だとか、あと、いろいろなものにまぶして食べ

るものもありますよね。そういったものもありますが、先ほどの話と相通じるのですが、

いろいろな使い方というのが考えられると思いますので、そこら辺も幅広く可能性として

追求していきたいなというふうに思っています。

○議長（宮川 寛君） ４番本田議員。

○４番（本田 学君） ぜひ、いろいろ行き詰まる部分がいろいろなことの中に出てくる

のかなと思うのですけれども、水もそうなのですけれども、木炭もそうなのですけれど

も、北海道というのは材料を提供して、九州で辛子明太子になってみたりとか、いろいろ

な加工をするのに材料でとかという考え方が多いと思うのですけれども、今の木炭も加工

ではないのですけれども、発想をちょっと転換して、食べ物とか、いろいろなことに、こ

れがまたチャレンジプロジェクトでできる可能性を探る研究とか、開発事業なのかなと思

います。

次に、薬用植物です。

これは、今回議員の視察で、名寄に行っていろいろお話を聞いてきました。非常に時間

のかかることかなと。ウラルカンゾウとか、収穫まで３年から５年というものもあったり

とか、ムラサキが２年から３年とか、さまざまに時間をかけて、ではこの寒冷地でどうな

のかということでなっていくと思います。これは、今までどうだとかということではなく

て、今の炭の、町長、先ほどおっしゃったとおり、炭とまたコラボしてみたりとか、ここ

の土地の特性ということで、寒さでどうなのだということもあると思います。北海道で

も、ほかのオホーツク圏とか、いろいろなところで栽培して事業化されている例も聞いて

きたのですが、いろいろな話の中に、薬用植物に関しては、一番大事なのはやる気のある

方、それが農家の方なのか、農家の方でないのかということもありますし、ハード面では

土地がどうなのだということあるのですけれども、時間をかけている間に、一緒になって

プロジェクトを組んで、もう既にやっていかないとたどり着かないのかなと思うのです

が、町のいろいろなチャレンジプロジェクトの中には、将来的に薬用植物事業関連での起

業・就業を目指すというふうになっておりますが、町長の考えはいかがですか。

○議長（宮川 寛君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 薬用植物、私まだ研修や何かに行っていないので、報告だけ承っ

ているのですが、ここら辺、早くからかかわっていることで、後の話にもつながると思う

ので、副町長からちょっとそこら辺、経過説明、よろしいですか。

○議長（宮川 寛君） 佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） 薬用植物の研究というのは、２５年度からスタートしまし

て、当初の目的というのは、陸別は寒冷地であるということで、昔から先輩たちの話を聞

くと、そういう寒冷地にはそういう薬草がよくあったということから、陸別町としても産
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品開発の一環として薬用植物を調査研究してみようということで、２５年度からスタート

しています。

それで、２５年度は調査をしまして、２６年度から、議員御存じのとおり、加工セン

ターの横で、少ない面積ですけれども、名寄の基盤研から苗などの提供を受けて、試験栽

培を始めて、ことし２年目になります。その中で、御存じかと思いますけれども、ある程

度名寄と、基盤研の中で成分なんかも全部照会していますけれども、まだ２年目なのです

けれども、試験栽培をしている中では、名前はちょっと言えませんけれども、３種類ぐら

いが名寄の基盤研と比較が出てきて、成長がいいということがわかってきました。した

がって、これらをもとにしながら、今後も名寄の基盤研と連携を図りながら、成長の差を

どう生かすかということが、またこれからの課題になってくるのかなと、そういうふうに

思っております。

経過としては、以上です。

○議長（宮川 寛君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 過去のいきさつは、今、副町長から話のあったとおりなのです

が、議員おっしゃるように、こういうものというのは、実際やってくれる人というか、つ

くってくれる人というのが大事だと思うので、今の経過を見て、もし可能性があれば、そ

ういうやってくれそうな人で、そういう何か簡単な集まりというか、会をつくって、それ

に向けて進んでいけばいいのかなと、今そんなふうなことを考えています。

○議長（宮川 寛君） ４番本田議員。

○４番（本田 学君） 木原さんが、今研修に行って、いろいろやっているところだと思

います。一生懸命、名寄に行ったときに平等さんとか、請川君とか、よくやっていただい

て、すごいですねというお言葉も、今回行ったときにいただきました。すごく一生懸命

やっている中に、先ほどからではないですけれども、必ず壁に、必ず研究までではないの

ですけれども、その後どうするのだという話になると思います。

今副町長の説明のように、可能性があるものが出てきたというのは、本当に真っさら

な、何もないところから研修に行って、本当にゼロか、マイナスのところから行って、陸

別の特性をとかというところから入っていって、今ちょっと光が見えていくのかなと思い

ます。すごく需要の、中国とか、いろいろな薬のメーカーとのかかわりになってくるの

で、これも腹を決めてやっていかなければいけない事業になるのですけれども、そのとき

に必ず言われるのが、ちょっと語弊があるのですけれども、いい意味で農業ばかという

か、そういうふうに集中というか、そのものに関していくのだということが必要なのかな

と思います。

この後、必ずというか、そういうときが来るのかなと思うので、より一層、今、地域お

こし協力隊とか、やってはいると思うのですけれども、プロジェクトをどこかの時点で、

民間の人たちを入れてとか、もしこれが本当に行けそうだというときが必ずくると思うの

ですよね。そのときにそういうふうにしてコラボしていかないと、はいできました、誰か
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やる人いませんかでは、もう遅いというか、結局一つのものができても、また何かどうし

ましょうかということになりかねないのかなと思うので、その辺のこれからのプロジェク

トという部分で、それが来年度か、再来年度かではないのですけれども、町長のお考えと

いうか、もし今あるのであれば、お伺いしたいなと思います。

○議長（宮川 寛君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 先ほど、私も会をつくるというか、議員おっしゃるプロジェクト

チームですか、研究会といいますか、できれば薬草の、それぞれの種類の、どうなのかな

ということがもちろん先なのですけれども、それが見えた場合には、できるだけ早く、来

年中にでもできればいいのかなというふうに思っております。

○議長（宮川 寛君） ４番本田議員。

○４番（本田 学君） 林業とか酪農の町の中に、薬草研究というだけで、ちょっとわく

わくするような、陸別にこんな可能性もあったのかなとか、そういう意味では、すごく何

か、別な意味の象徴ではないですけれども、ぜひ成功までいって、何でもかんでも行政が

やって、どうだということではないと僕は思っているので、民間の人たちがわくわくし

て、その段取りをつけて、そこに移せてというのが一番ベストなのかなと思います。

それで次に、地域ブランドということで、成果がここ数年の間に、地域おこし協力隊、

職員、アドバイザー等々のおかげで、私自身の感想では、さまざまなものができてきたか

なと。鹿ジャーキーを初め、鹿ジンギスカン、これも札幌に行ったとき、本当に売れまし

たね。１回食べたことがある人が来て買ってくれるというのはありがたいことですし、こ

れが一番かなと。

町長の考える地域ブランド開発というか、陸別のブランド、それはいろいろな考え方が

あると思うのですが、それと製品ができて、そこまでは大変なのですけれども、ゴールで

はないのですよね。できたときがまずスタートで、それをどうやって売っていくかという

ことなのですけれども、これから、こういうふうに開発したものが人に渡ってやっていく

のがベストなのか、それとも、今の加工センターを利用して、この状況でいって少し様子

を見ることなのか、その奥の開発された後に、どこのプロジェクトでも事業化なり、目的

としているのが起業なりというところに来ると思うのですけれども、今の、現時点での、

ここまでできたことは私はすごく成果があるなとは思っているのですけれども、町長の考

えを伺いたいと思います。

○議長（宮川 寛君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） おっしゃるとおり、いろいろな種類がたくさんできました。た

だ、考えなければならないのは、議員もおっしゃるように、できた商品、それを原価計算

きちっとして、そして販売ルートに乗せるということは、なかなか並大抵のことではない

ですよね、商売をやっていれば。そこら辺のこともきちっと捉まえてやっていかなければ

ならないのですが、とにかく加工センターは、物産、いろいろ、そうやって試験してつく

るような場所ができました。この後にきっと出てくるであろう牛乳を使うこともできまし
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たし、そこら辺の可能性は決して暗くなくて、先はすごく明るいことだなというふうに

思っています。ですから、今のところ原価計算ばっかりでやってしまったら何もできない

ので、とりあえずは、いろいろな可能性があるものを挑戦してつくっていくのが大事でな

いのかなと、かように思っています。

○議長（宮川 寛君） ４番本田議員。

○４番（本田 学君） 僕も、そういうことだと思います。ただ、やはり行政がやれてい

るから今ジャーキーの原価だとか、さまざまなジンギスカンの原価だとか、いろいろなこ

とができて、道の駅なり、何なりで発売されていると思います。水も全部そうなのですけ

れども、今も陸別をＰＲするという、まず第一条件のもとになっているのですけれども、

必ずその場面も来るのかな思っております。

次に、牛乳です。

酪農の町ということで、念願のりくべつ低温殺菌牛乳が２６年度に試験販売されてか

ら、今、陸別産の牛乳を活用した特産品等々をどうしましょうかというか、可能性を追求

するという題材のもとに行っているのではないかなと思います。先ほどの物産展とかに行

くと、陸別町から来ましたと言うと、本州に行くと説明するまでに結構時間がかかる人

と、かからない人がいるのですけれども、寒いところですねというのがまず第一なのです

けれども、あとはどうなのと言われたときに、酪農と林業ですと言ったときに、今の牛乳

の製造の仕方だと、ほかに持っていって、これは陸別の牛乳ですというふうにいくのには

賞味期限の問題とか、タイミングとか、いろいろなことがあって、なかなか難しいのかな

というところがあります。

ただ、どうしても酪農の町というところで、低温殺菌牛乳を使うのか、陸別産の牛乳を

使うのかと、いろいろあるのですけれども、牛乳ができただけでも普通では相当な、個人

でやるにしても数千万円、このときにも数千万円かかっておりますけれども、できるだけ

でもすごいことなのですけれども、ここでは、牛乳ができただけでは、ＰＲしたりという

部分では賞味期限の問題があって、製造して、給食とコラボしたりとか、あと宅配で日に

ちを決めてやっているという部分はいいのですけれども、一歩ここは加工品、この研究と

いうか、加工センターが一番いい場所で、いろいろ今までも販売許可から何からいろいろ

な苦労をしてとってきたと思います。乳製品というのは結構難しいことで、販売するのも

保健所の許可とか難しいことなのかなと思うのですが、ぜひ、これに一歩踏み出してチャ

レンジしてみてはどうかなと思うのですけれども、いかがですか。

○議長（宮川 寛君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 陸別産の牛乳を使ったものということで、今、低温殺菌牛乳、こ

れも町でやっているということで、すごく珍しがられて、また飲んでいただくとおいしい

と評判なのですが、残念ながら牛乳ですので日持ちがしないと、議員おっしゃるように、

そういうようなことがあります。

過去に、今もやられているのでしょうけれども、農家の奧さんたちがチーズをつくった
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りしているのですが、結構、試食させていただいても、とてもおいしいもので、これは商

品になるなという感じもあったのですが、これはあくまでも自分らの趣味でつくってい

て、販売することまで考えていないというようなことがありました。

それと、バターもいろいろ、よくわからないのですが、面倒な商品で、あるときは余っ

てみたり、急にバターがなくなってみたり、バターも実際試作してみました。研修的につ

くるのは可能なのですが、商品をつくるとなると、やっぱり施設と、あと機器類を更新し

なければならないなと、そんなふうに思っています。ちなみに、バターは、生乳４０リッ

ター使って１.９キロぐらいのバターしかつくれないと。そこら辺で、えらい高いものに

なってしまうのかなと思うのですが、あとは売り方とか何とかもありますので、そこら辺

も決して諦めることなく、そういったいろいろなことを挑戦していく必要があるのではな

いのかなと思っています。

物産館からスイーツを何とかできないかという話もありまして、プリンとか、いろいろ

お菓子とか、実際、今つくっている状況です。今スイーツでも、昔から私ちょっと注目し

て、道東のある町なのですけれども、農業地帯の町で、そこはプリンをつくっていて、

きょうの新聞にも載っていましたね。年間２万個売れると。それは、雪のイメージをした

プリンで、ゼラチンを凍らせて、食べたときに雪が溶ける感覚のするプリンだということ

で、すごい人気が出ているそうなので、陸別町も牛乳はたくさんあるし、加工センターで

もそういうものをつくる機械もあるので、可能性はまだまだ、乳製品を使ったものでもあ

ると思いますし、スイーツだけでなくて、今試験しているのは、早くからやっています牛

乳豆腐、あとは鹿肉のハンバーグ、その中に牛乳をちょっと混ぜてハンバーグをつくって

みたらどうかなと。あと、お菓子やなんかも切りはないのですが、可能性にかけていろい

ろチャレンジしていくということがやっぱり大事だと、かように思っています。

○議長（宮川 寛君） ４番本田議員。

○４番（本田 学君） 今のスイーツで、今結構はやっているというか、足寄でも、この

間、観光協会長としゃべりまして、足寄で今、イチゴですね、年中ハウスでとれるのです

ね、一年中。そのイチゴをどう利用しようかということで、ミルフィーユというか、ケー

キの素材の上に、その日のもぎたてのイチゴを乗っけて、売る日が、土日祭日のみという

売り方なのですけれども、これまたいろいろロスの部分なのか、人手の部分なのかという

ことまでは聞かなかったのですけれども、ちょっとしたことで、朝もぎたてとか。足寄

が、名前を出したらあれですけれども、ラワンブキとかなんとかというところに、イチゴ

という発想というのはなかなか、結構前からやっているようなことみたいなのですけれど

も、そういうもぎたてのそういうのを、きょう一日とか、土日なので二日とかで出すよう

なこともやっております。結構ヒットすると思います。このスイーツというものに関して

は。

今、町長おっしゃったように、牛乳からチーズをつくったりとか、バターをつくったり

というのは、結構難しい部分とか、今言ったように量からどれだけできるのだとか、結局
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単価をどう上げましょうかという話になってしまうのですけれども、今おっしゃったとお

り、ハンバーグに牛乳を混ぜてみたりだとか、ミルクパンをつくってみたりだとか、いろ

いろな材料、陸別産の牛乳使用みたいな感じのものという発想もあるのかなと思います。

そこで、先ほどと同じようなあれなのですけれども、やはり民間事業者とか、農協と

か、牛乳に関しては、ある程度のプロジェクトではないのですけれども、本当の農家さん

なのか、取り組み方は別に限られたものではないのですけれども、そういうお考えという

のはありますか。

○議長（宮川 寛君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 陸別産牛乳を活用した特産品のいわゆる開発に限られたわけでは

ないのですが、加工センターに商工会、農協、振興公社、これらをメンバーにしました、

あと農家の青年たちも、奧さんたちも入っているのですが、陸別町農畜産物加工研修セン

ター運営協議会ですか、議員もよく存じ上げていることと思うのですが、その運営委員会

のメンバーとその委員会の意見を聞くなど連携をとりながら、いろいろ開発専門委員もい

ますし、加工センターの職員、あとは地域おこし協力隊もいます。そこら辺と意思の疎通

を図りながら、真剣に前向きにチャレンジ精神を忘れることなくやっていきたいなと、か

ように思っております。

○議長（宮川 寛君） ４番本田議員。

○４番（本田 学君） やはり、さきの議員が言ったように、チャレンジ精神、関寛斎の

生きざまとか、そういうのが今問われているのではないかなと思います。

最後に、まとめではないのですけれども、さまざまな開発事業、研究事業、いつも言う

のですが、熱い思いがないとできないことかなと。それと、やはり自分だけがよければい

いのだとか、そういう気持ちではよろしくないと。そういう気持ちをあおるのも行政の役

割だったりとか、そういうふうにしていくのかなと思います。そのあたりチャレンジプロ

ジェクトということなので、失敗を恐れず取り組むのも必要ですし、しかし、どこかにた

どり着くなり、着陸地点というのは必要なことなので、ただやってお金を使って終われば

いいやということではないのかなと。

最後に、厳しい言い方なのか何かなのですけれども、後ろ向きなのかもしれないのです

けれども、どこかでやっぱり決断をしなければいけないというか、もしこれをやっていっ

てだらだらいくようなことがあってはだめだと思いますし、やるだけやってこうだったと

いう結果は必要ですし、プロセスが僕自身は一番大事だと思うのですけれども、期限を決

めてやらなければいけないものもこの中には出てくるのかなと思いますが、町長の考えは

いかがですか。

○議長（宮川 寛君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 陸別町、先ほども久保議員の質問にもありました。議員の話にも

ありましたが、陸別町を開拓した関寛斎、しばれができたという、その根源となったのも

やっぱり関寛斎がいて、こういうふうにしばれフェスティバルや何かもできて、陸別町の
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イメージもできてきて、それは紛れもない事実だと思っています。

議員おっしゃるように、こういったものの商品化とか何とか、やっぱり壁にぶつかると

いうのは間違いなくありますし、ただ、そこでだらだらやることは決していいことだと私

も思っていませんし、そこら辺は時代の流れと先見性とか、たまにはちょっと後ろを振り

返ってみてみるとか、そういう感覚を養いながら、常に敏感に、あるときはいろいろな判

断をしていかなければならないのかなと、かように思っています。

また、ここら辺を進めるためにも、新たに地域おこし協力隊を募集することとか、あと

地域の受け皿をつくることや何かも継続して考えていくことが重要なのかなと、そんなふ

うに思っています。

○議長（宮川 寛君） ４番本田議員。

○４番（本田 学君） 最後に、これから、今言ったようにさまざまな壁にぶつかってい

くと思いますが、何でもかんでも、先ほど言ったように行政だとかいう感覚ではなくて、

本当に町民の気持ちがわくわくするようなことでリーダーシップを張って、そして職員、

町民がわかりやすい、今までのようにわかりやすいやり方で進んでいってほしいなと。

それと、自分自身も、いろいろ自分なりにこうしたらいいのではないかということが調

べてわかれば、また、議会なのか、直接なのか、いろいろ発言をしていきたいなと思いま

す。

以上で、終わります。

○議長（宮川 寛君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 議員の意見も、これからいろいろな御意見を挙げていただきたい

思いますし、一番大事なのは、本田議員が今おっしゃったとおり、町民の皆様の意見をた

くさん聞くことが大事なのかなと、そんなふうにも思っていますので、そこら辺を十分考

えながら可能性にかけていきたいと思いますので、これからもよろしくお願いしたいと思

います。

○議長（宮川 寛君） 昼食のため休憩いたしますが、午後から小学生の議会傍聴の希望

がありますので、議会運営の都合により、午後からの会議は１時１５分からとしたいと思

います。

休憩いたします。

休憩 午前１１時５４分

再開 午後 １時２０分

○議長（宮川 寛君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

一般質問を続けます。

１番中村議員。

○１番（中村佳代子君） よろしくお願いします。最初に、選挙年齢１８歳引き下げに伴

う陸別町の取り組みについてお伺いいたします。

ことしの６月に、公職選挙法の一部が改正され、来年６月から施行されることとなりま
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した。この改正により、年齢が満１８歳以上の人が選挙に参加できることになりました。

来年７月予定の参議院選挙から新たに加わる有権者は２４０万人、全有権者の２％となる

そうです。高校生も１８歳になっていれば選挙権が与えられることから、学校での教育も

大変重要になってくると思います。

小学校、中学校では、社会科や公民の授業で民主主義や政治参加について学習していま

すし、児童会、生徒会の選挙でも、きちんと責任者を置いて体験的な活動もされていま

す。しかし、北海道の選挙管理委員会などは、高校への選挙出前授業などへ啓発活動は

行っていますが、小学生、中学生向きには、今のところ動きはないようです。中学を卒業

して就職をする子もいるかもしれません。きょう、見学に来てくれている６年生も、あと

６年後には有権者となります。

陸別の子は陸別で育てるという教育理念のもと、早い時期からの一歩踏み込んだ働きか

けが必要ではないかと思いますが、お考えをお伺いいたします。

○議長（宮川 寛君） 野下教育長。

○教育長（野下純一君） ただいまの質問に対しまして、私のほうから答弁したいと思い

ます。

議員お話のとおり、公職選挙法が改正になりまして、来年６月１９日に施行ということ

になります。現在、総務省、それから文科省が、高校向けの副教材といたしまして「私た

ちが拓く日本の未来」という副教材を作成しております。これは、本年９月２９日にイン

ターネット上で内容が公表されております。今順次、全国の高校にその教材が配付されて

おります。１２月中には配付が終わるというふうに情報としてはもらっています。

議員が指摘されたとおり、今、小中向けのそういうものはありません。義務教育課程に

おいては、指導要領に基づいて、今質問のあったとおり、小学校では社会は３年から始ま

りまして、地域の関係、それから歴史の関係というふうに進んでまいります。

それで、早目の教育というふうなことでありますが、文科省が副教材として提供してい

る文章の中に、選挙管理委員会と連携した模擬選挙や模擬議会などの実践的な学習活動の

御紹介というふうなことがあります。これを受けて、中学校でも早目の活用をということ

で検討している自治体もあるようです。総務省と文科省、それぞれの動きを見きわめなが

ら、あと選挙管理委員会と情報交換をしながら、選挙制度に関する出前授業とか、模擬投

票などについて、総務省の考え方、それから文科省の動きなど、指導もあると思いますの

で、それを見きわめながら、情報交換をまずやっていきたいなというふうに思っておりま

す。

以上です。

○議長（宮川 寛君） １番中村議員。

○１番（中村佳代子君） 他町での取り組みを調べてみると、歴史の人物や各国の大統領

などを候補者に見立てて、公約などを調べて、模擬投票をしたり、小学生には同じく対象

をキャラクターにしたり、ユニークな活動で、選挙を身近に感じてもらえるように指導し
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ている学校もあるようです。

陸別中学校では、ことしから土曜授業を取り入れ、町内のいろいろな業種の人を招いて

講演や体験学習など、子供たちの心に響く学習を行っています。その一環で、ぜひ選挙の

ことも取り扱っていただきたいと思います。できることなら、この場で子供議会を開い

て、中学生と行政がまちづくりや地場産品の商品開発など、意見交換する場を開催するな

ど、政治に興味を持つきっかけができれば、陸別が目指すキャリア教育にもつながります

し、今まで議会に足を運んだことのない方も傍聴に来るきっかけができれば、陸別の行政

にも関心を持っていただけると思います。

それと最後に一つ、１８歳から選挙権が与えられるということは、選挙活動もできると

いうことですので、悪い意味でいうと、利用されたり、知らないうちに選挙違反をしてし

まい処罰されるおそれもあります。子供たちの将来にかかわる大変なことなので、子供た

ちはもちろん、町民全体で取り組んでいかなければいけないと思います。

それには、町の人と子供たちが関わる場が必要だと思います。自治会の行事なども、子

供が小さいときはお父さんやお母さんについてくるので顔はわかりますが、中学生、高校

生になったら全くわからないということをよく聞きます。自治会活動などで積極的に学生

の参加の声がけをしたり、陸別には４８回も続く町民運動会もありますので、子供の少な

い自治会もあるとは思いますが、１０代の子供たちも参加しやすい種目を検討してみては

どうかと思います。このようなご近所のコミュニティーが、安心・安全なまちづくりにも

つながると思いますが、お考えをお伺いいたします。

○議長（宮川 寛君） 野下教育長。

○教育長（野下純一君） １点目の件につきましては、先ほど答弁しましたとおり、選挙

管理委員会という行政機関もありますので、そちらのほうと情報交換しながら検討してい

きたいというふうに思っております。

それから、２点目の地方自治に関することかなと思いますけれども、実はことしから始

めている土曜授業の中で、１０回目の最終日でありますけれども、町長を講師に招いての

授業を１コマ設けております。そのほかに、創生会議のプランの中にもありますけれど

も、小中、高校生との対話集会というふうなことで、今年度中に町長との対話集会という

ふうなことも、今予定をしているところであります。

あと、３点目でありますけれども、私も三世代交流というふうなことで、陸別の子は陸

別で育てるというふうな教育理念のもとで充実を図っていきたいなというふうに考えてお

ります。具体的に、ただいま質問のありました町民スポーツレクですか、町民スポーツレ

クなどでの小中学生の参加種目を検討してはというふうなことであります。ことし第４８

回を盛会に終えることができました。２年後には第５０回という半世紀に至る回数になり

ます。それに向けてというか、そしてさらに、その後の運営も含めまして、ただいまの質

問によることについては御意見として受けさせていただきたいなと思います。

以上であります。
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○議長（宮川 寛君） １番中村議員。

○１番（中村佳代子君） 前向きな答弁ありがとうございました。

次に、リコーダークラブの全道大会出場の行政報告を受けまして、質問させていただき

ます。

陸別リコーダーアンサンブルクラブが結成されて１０年になります。今まで小学生、中

学生と希望者を受け入れて、熱心な指導のもと８回の全道大会出場と、１度の全国大会出

場の権利を得ましたが、この年は震災の影響で大会が中止となり、出場はできませんでし

た。全道大会では、金賞、銀賞、特別賞など、どれも優秀な成績をおさめて、ほかの市町

村からも一目置かれている存在であります。町内外でも出向いてコンサートを行ったり、

活発な活動が町民にも広く知れ渡っていると思います。クラブの形態は、スポーツ少年団

と同じく育成会を持ち、総会を行い、会費で運営しています。文化協会には加入していま

すが、スポーツ少年団のように活動資金や人数割りの助成はなく、自分たちの会費だけで

賄っている状況です。今、陸別町にはこのように活動している文化系の団体は、リコー

ダークラブしかありませんが、文化系の少年団として、ほかのスポーツ少年団と同じよう

な待遇にする考えはありませんでしょうか。

それと、現在使っている楽器については、個人のものと学校のもの、あと、合奏で一番

大事な大きいリコーダーに関しては、指導者同士のつながりで、ほかの学校から借りてき

ています。これも、もし借りられなければ、演奏が成り立たないということになりますか

ら、活動していく上でのサポートも必要ではないかと思います。そして、これからも続け

ていけるように、指導員の確保などの協力についてお伺いしたいと思います。

○議長（宮川 寛君） 野下教育長。

○教育長（野下純一君） まず１点目の、スポーツ少年団との関係の質問であります。こ

のことについては、文化少年団という表現が適切なのかわかりませんが、今文化協会に属

して活動していただいております。同じ子供たちの課外活動の環境の充実を支えていくと

いう観点、それから、スポーツ活動全般の活動状況の充実を図るという観点をあわせまし

て、今後検討してまいりたいというふうに、まず１点目については思っております。

それから２点目の楽器のことなのでありますが、まず楽器に対する支援につきまして

は、個人所有の備品購入というふうなものに対しての援助をする制度は、現在のところあ

りません。ただ、大きいものというふうなことでの質問であります。備品ばかりではなく

て、詳しく把握をしていくために、活動内容も含めまして詳しく今後把握をしていきたい

なというふうに思っております。

それから、あと指導者というふうなことでありますけれども、私も教育委員会のほうを

担当いたしまして、体育関係、それから文化関係、それぞれ指導者もさることながら、会

員の高齢化というか、なかなか会員の拡大というか、減少になっていくということで、継

続が難しいということで悩んでいる団体も少なくはありません。このことについては、リ

コーダーアンサンブルクラブに限った問題ではなくて、少年団の多くの団体が抱える不安
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でもあるかなというふうに認識しております。

それと、人材の問題ですけれども、市町村の大小にかかわらず、活動が継続していくに

は、必ずぶつかる問題であるのかなというふうに考えております。今ある環境の中で最大

限の支援というか、努力を考えていきたいなというふうに思っております。

以上です。

○議長（宮川 寛君） １番中村議員。

○１番（中村佳代子君） 今、子供の課外活動の支援のお話と少年団の話が出たのですけ

れども、今子供の数が少なくなってきて、団体スポーツの活動が難しい状況になってきて

います。先日の中学校の報告では、野球部の募集を中止すると聞きました。部活動に入っ

ていない生徒が２５％と、入りたいけれど自分に合うものがないというのも現実だと思い

ます。もちろん、中学校の部活は体力だけではなく、精神面でもたくさんの成長が見られ

るとっても大事なことだと思います。それでも、これ以上学校としては、ほかの部活動を

ふやすことは難しいと思いますので、少年団の募集を中学生まで広げるような、一部では

そのようにしている少年団もありますが、中学生だから仮団員のような形ではなく、しっ

かりと後輩を指導できる先輩となれば少年団の力もつきますし、中１ギャップなど、子供

たちの問題の解決策の一つにでもなるのではないかと思いますが、お考えをお伺いいたし

ます。

○議長（宮川 寛君） 野下教育長。

○教育長（野下純一君） ただいまの質問でありますけれども、本年１月２７日に文科省

のほうから小学校、中学校の適正規模、適正配置等に関する手引きというものが示されて

おります。その中で、小規模校におけるメリットの最大化、それから、デメリットの緩和

というふうなことも示されております。先ほども言ったとおり、陸別の子は陸別で育て

る、陸別ならではの小中の連携のあり方というふうなことを進めていこうというふうに考

えております。

実際に、中学校の部活の内容等も今質問の中で示されておりましたが、課外活動の部分

と、それから、学校教育課程における活動という区分というものが一つあるかなというふ

うに思いますし、今実際に、現実に、小学校の少年団などの指導に当たられている方々、

それから、それを支えているというか、保護者の方々がいらっしゃいます。そういう方々

の意向も踏まえながら、学校という教育課程の組織というふうなことの双方のあり方も含

めて、現状を踏まえながら検討していかなければならないことなのかなというふうに思っ

ております。いずれにいたしましても、陸別町における学校教育のメリットの最大化とデ

メリットの緩和というふうな考え方のもとで、陸別ならではの連携のあり方を検討してい

きたいなというふうに考えております。

以上です。

○議長（宮川 寛君） １番中村議員。

○１番（中村佳代子君） 子供たちの健全で健やかな成長を願うのは、私たちも皆同じ気
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持ちだと思いますので、これからも最大限の努力をよろしくお願いいたします。

これで質問を終わります。

○議長（宮川 寛君） 野下教育長。

○教育長（野下純一君） ただいまの質問の趣旨にのっとって、学校教育、小中連携、そ

して、子供たちの未来に対して責任のある教育を担っていきたいないうふうに思っており

ます。

以上であります。

○議長（宮川 寛君） 次に、６番渡辺議員。

○６番（渡辺三義君） 今回、一般質問ということで、新町１号通りの道路についてお伺

いしていきたいと思います。

しばれの町陸別も本格的な冬が到来いたしまして、先月ですか、１１月末には十勝管内

含めて大雪に見舞われました。そして、陸別も最大記録ということで、新聞によります

と、積雪量も３６センチと、記録にない大雪に見舞われました。また、そういうことで、

これから除雪に従事する皆さんには、大変御苦労をかけますのでよろしくお願いしますと

いう言葉をおかけしたいと思います。また、この時期になりましたら、凍結路面によりま

して、歩くにも、運転するにも、大変神経を使うことになります。どうか、小学生の皆さ

んも来ていますが通学路、また一般に走ります道路管理についても、早目の対応をよろし

くお願いしたいと思います。

今回は、地域住民の声もありまして、私も日ごろから感じている、生活道としている道

路について何点か、町長にお伺いしていきたいと思います。

町長も御存じのとおり、陸別は決して平坦な町ではございません。上り坂、また下り坂

の多い町でございまして、私もこの件を出す前に、町中を運転しました。そして、１１町

内会にある坂道を全て見てまいりました。

そこで、いきなりですが町長に質問いたします。町長が日常生活において陸別の道路を

見まして、坂道ですけれども、これはちょっと危ないなと思うようなところというのは、

いきなりですけれども、町長どのくらいあると思いますか。

○議長（宮川 寛君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 突然で、ちょっとびっくりしているのですが、何を危険というの

か、それぞれまた感じ方が違うと思うのですが、今の議員のお話を伺っていれば、危険性

を、やっぱり夏場よりも冬場を対象にして考えれば、これは決して公式な数字ではなく

て、あくまでも私個人の感覚なのですが、私も栄町に住まさせていただいて、坂やなんか

も大変多いところで、そんなことで、これは本当に無責任な数字かもしれないですけれど

も、１５から２０カ所ぐらいなのかなと、とっさに言われて、今そんな感じがしていま

す。どこの町でもそれ以上はあるのでしょうけれども、とりあえず、そういうふうに感じ

ます。

○議長（宮川 寛君） ６番渡辺議員。



― 32 ―

○６番（渡辺三義君） 町長の答弁を聞いて、私ちょっと安心した面もあります。これ

は、それぞれに皆さんの見方で判断が違ってくるのは間違いないと思います。多く言って

いただいたので、大変よかったと思います。私が歩いて感じたのは、町内に十五、六カ所

ということで、見受けられました。この件については、それぞれに見方が変わりまして、

地図には必ず出てきません。これは皆さんの感覚であれすると思いますが、私はそのよう

な形で見受けてまいりました。

その中でも、改良の検討が必要と思われる道路、今回挙げたのですが、新町１号通りと

いうのですか、新町１号通りの道路、これは起点が陸別橋から行きまして、ちょっと１０

０メートルぐらい行った左側の緩いスロープを行くのが、たしか起点側だと思います。そ

れと、終点側というのが、そこから二、三十メートル行ったところの国道から左折して行

きます。位置的には、固有名詞を出して申しわけございませんが、野下教育長宅をずっと

下っていったら、真っ直ぐ突き当たりには利別川が流れております。今、利別川は、おか

げさまで北海道発注の河川の築堤工事がやられております。現在、新町１区は、７０世

帯、約百四、五十人ぐらいの方が生活しておりまして、約６５％の方が新町１号通の終点

側ですか、ここを、町に行くのに、買い物や病院へ通うのに、毎日利用されている大変重

要な生活道路でございます。

この新町１号通り、たしか施工されたのが昭和５０年前半ぐらいでないかなと思いま

す。これはちょっと確かではないのですが申しわけございません。それから考えました

ら、約４０年以上もたっております。そういう中で、現在、構造的には、道路の幅員約６

メーターですか、そして車道幅、車が入れ違う幅ですが、これは５メーター。それで、問

題は下り坂になりますので、これは勾配ですが、通常、最近の指針では、道路の坂という

のは大体４％ぐらいでつくられているのが設計でありまして、ちょっと計算しましたら十

四、五％と大変きつい勾配の上り坂でございます。

私はここを、町長よく聞いていただきたいと思います。問題はここなのです。この状況

から、大変困ることが数点あります。

まず一つ目ですが、国道への出入りの際、入り口が狭いために、むろん町道ですから仕

方ないのですが、トラック同士は交差はできません。それで、乗用車同士でも、ようやく

５メーターの中で回らなければいけないから、ぎりぎりというか、運転する方にしてみま

したら、接触するのではないかというような不安もございます。それと、この道路につい

ては、町で実施されている除雪作業も大変私は苦労されていると思います。

それと二つ目については、国道とあって交通量が非常に多い道路でございます。上り坂

で、一時停止をして、確認していくということになりますので、左右確認ですか、安全管

理というのですか、そちらのほうがすごく見落としてしまうという欠点もございます。

次に、ここが一番重要でございます。重要重要と言って大変申しわけございませんが、

これは特に冬道、今時分、凍結路面や降雪時、または除雪後ですが、一時停止をして、国

道から町のほうに出ていかなければならないのですが、必ずそこでは一時停止して、車の
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安全確認をしながら前進スタートするということになるのですが、上り坂になっているた

めに、前進するときにタイヤがスリップしてスムーズに前進していかないと。これはほと

んどの方が、この辺、苦労されているのが現状でございます。また、当然冬場において

は、国道の除雪、歩道の除雪、そして町道の除雪、いろいろ入ってきます。そうすると、

ちょうど確認をしなければならない場所が、雪山ができまして見通しが悪く、そして、と

りあえず冬は国道の外測線ぐらいまで行かなかったら、ちょっと確認ができないというこ

とがございます。

私もこの間、この場所で数件の接触事故とか、追突事故ですか、目にしております。私

は、この状況からして、せめて国道の出入り口の付近だけでも拡幅していただければ、安

心して確認もでき、安心してスムーズに前進できるという、不安がすごく取り除かれると

思います。そして、この道路を利用されている方というのが、ほとんどが、私も含めて６

０歳以上の方が多いのでございます。ぜひ、この件については検討していただきたいと思

いますが、町長の御意見をお伺いいたします。

○議長（宮川 寛君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 議員おっしゃる町道新町１号通り、これは、後でまた出てくるの

か、川向栄町線とも意味合いは同じなのですが、１号通りについて、私もよく存じており

ます。起点部は、議員おっしゃるように、こちらから行ったら橋を越えてすぐ国道から新

町１区におりていくところ。そして、真っ直ぐ行って、あとＵターンして、国道にほぼ直

角に上がるその通りで、幅員も確かに６メーター、間違いないと思うのです。

最初に入るところが起点部なのですが、起点部は若干右側にすりつけされておりまし

て、直角ではないようにつくっています。問題は、Ｕターンして戻ってくる終点側でござ

います。これは、前回、自治会長会議もありまして、そのときに質問がありました。国道

あたりの除雪の問題、町の除雪の絡みもありますが、まずは段差を設けないようにと。１

２月１０日付で開発局のほうに、建設部長に間違いなく要望したところでございます。

それと、その場所の勾配の話もさっきなされていましたが、私も調べました。起点部の

ところで６.８％、終点部が９.８％です。ですから、議員おっしゃるよりは若干まだ緩や

かですけれども、実際に走ってみたら、結構な勾配だというのはよくわかります。それ

で、その終点部の勾配の緩和策、いろいろ過去にも、町でもいろいろそこら辺も研究がな

されているのですが、すりつけやなんかを考えると、あそこは結構住宅が道路沿いにある

のですよね。だから、その部分だけの道路をいじることで、それはやっぱり解決されない

で、かなり下のほうから道路をいじらなければならないと。そうしたら、地権者等了解を

とることも必要ですし、また国道のいろいろな協議もしなければならない。あと、いわゆ

る公安委員会のほうの打ち合わせもしなければならないと。考えるほどやっぱり簡単なこ

とではないというような気がします。

それで、これが絶対だめだよということではなくて、とりあえずは、こんなようなこと

が一番、難問題がありますので、部分的な拡幅改良工事は今後検討するということで、よ
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り一層道路管理、町側でもできることはやっていくことが必要なのかなと。

ただ、冬の場合は、私も栄町に住んでいてよくわかるのですが、開発で除雪をきれいに

して、そして町のやつが時間ずれて入って、それでせっかくきれいになったのにというこ

とがあります。同時にきれいになっているときは、そこを通ったときは、きょうはきれい

な除雪しているなということもあるでしょうが、ちょっと時間の差で、また雪も降ってい

たら、条件は刻々と変わってくるということもありますが、できるだけ町でできるような

融雪剤、今でも砂をまいていますけれども、砂の中にそのときの温度とか、いろいろな状

況を考えて、塩カルの量を調整したりして、できるだけ気を使ってやっているのも事実で

ございまして、そこら辺を考えていきたいなと。

そして、栄町の場合もそうなのですが、基本的に、国や道や町ばっかりに委ねていても

解決することもないですし、栄町あたりは山坂も多いところなので、住民がその危ないと

ころに砂を、独自に皆さん気がついたら安全対策にまいていると。そういうことも実際行

われていることも事実でございますので、そこら辺も町民の皆さんには御理解をいただけ

たらなと、そんなふうに思っています。

以上です。

○議長（宮川 寛君） ６番渡辺議員。

○６番（渡辺三義君） ぜひ、道路の改良については、前向きに考えていただきたいと、

このように思います。町長の意見も聞けましたので、ちょっと安心しておりますが、でき

るだけこういう不安の材料になってくるような道路については、早急にお願いしたいと、

このように思います。先ほど改良工事となれば、町長の話の中にもありましたが、当然用

地の問題、地権者の問題、それと当然予算もいろいろと絡むでしょう。それは重々承知し

ていますが、忘れなく、これについては頭に入れておいていただきたいと、そのように思

います。

この間、よその町とか、いろいろなところに行ったら、ロードヒーティングとか、いろ

いろな形で滑りどめ防止については実施されていますが、ロードヒーティングとまでは言

いませんが、最近、町のほうで墓参道路ですか、お寺の周辺ですが、私あそこへ行ってま

いりましたら、ちょうど舗装の表面がざらざらしていまして、本当に滑りどめ防止対策に

ついては、最高に有効な工法かなと思っております。ちょっと間違ったら済みませんが、

たしかパッチ舗装と聞いたのですが、できれば、冬場除雪していただければ、多少雪が取

り除かれれば、そのざらざらの面が出て、滑りどめ防止になるということを聞いておりま

すので、町内会にはたくさん坂道がございますが、特に交通量の多い国道と交わる道路に

ついては、新町１区の終点側ですか、そこについても、先ほど町長もお話しされたとお

り、消防の裏を走る川向栄町線ですか、あそこは幅員が約９メートルぐらいありまして、

２メートルの歩道がついて、車道幅員が６メーター５０ぐらいある道路ですからちょっと

あれだけれども、あそこも大体新町１区の終点側と同じような環境、状況だと思います。

あそこについては、ちょうど元町、緑町の方が利用されていて、ちょうど勾配ついていま
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すから、滑るときだったら多分中央線のほうに流されていくのではないかなと、そういう

ような可能性を私は感じました。

そこで、少なくともこの２カ所ぐらいについては、予算はかかると思いますが、滑りど

めの対策、パッチ舗装ですか、そのようなことを要望したいと思いますが、町長いかがお

考えでしょうか。

○議長（宮川 寛君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 今のお話しなのですが、舗装の部分的な、いわゆるパッチ舗装と

おっしゃったやつだと思うのですけれども、厳密に言うと、これは舗装の上に樹脂系のも

のを乗せて、ごつごつさせて滑りどめをするわけなのですが、耐用年数が、どうしても雪

が降ったら除雪するので、それの摩耗で、２年から３年で平らになってしまうということ

もあります。議員おっしゃるように、ちょうど墓参道路も過去にやっていましたし、消防

署の横の今のお話のところもそうですし、あと、わかりやすく言えば、熊田さんのあたり

でも過去にやっていたことがございます。ただ、そういうふうに１平米大体１万円ぐらい

の予算でできるのですが、耐摩耗性は余りないというか、すぐ平らになってしまうと、そ

ういうような欠点があります。

ですけれども、やっぱり人間の命というのは一番大事で、そういう危険をわかっている

ことであれば、いろいろそこら辺も含めて検討していくことも大事なのかなと思います

が、まずは、基本的に先ほど私の話した、とりあえずは砂をまいたり、いろいろ除雪やな

んかをよくしたり、あとは町内会の皆様の協力もいただきまして、安全にして、昔ほどＦ

Ｒの車も今は少なくなりましたので、そんなことを中心にしてやっていきたいと。ただ、

樹脂系のそういうことを絶対しないよという意味合いでは、決してございません。

○議長（宮川 寛君） ６番渡辺議員。

○６番（渡辺三義君） 今回は新町１号通りですか、入り口に対する拡幅改良、そしてま

た新町１号線、新町１号通りと同じく川向栄町線ですか、これの滑りどめ防止対策として

改善をお願いしたいというお話をいたしました。陸別町内においては、栄町や東１条な

ど、まだまだ本当に危ない箇所がたくさんございます。

特に、陸別においては高齢者が多いことから、車、そして車の免許は欠かせません。私

は、地域住民の生活を守るためにも、安心して走られる交通環境づくりも必要でないかと

も思われます。これからも、私も交通環境づくりをどしどしと提案していきたいと思いま

すので、よろしくお願い申し上げます。

これで一般質問を終わります。

○議長（宮川 寛君） ２時１５分まで休憩いたします。

休憩 午後 ２時０２分

再開 午後 ２時１５分

○議長（宮川 寛君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

一般質問を続けます。
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７番谷議員。

○７番（谷 郁司君） 私、１２月定例会において一般質問の権限を与えられている中

で、今回は大きく分けて三つの件を通告しておりますので、よろしく御答弁のほどをお願

いいたします。

第１番目のマイナンバーに関してなのですけれども、これは国の法律によって、地方自

治体がそれに準じた条例などを整備しながら、そして滞りなく執行していくという形で

す。平成２５年、２年前に国会で通りまして、今年１０月５日をもって住所を有する人た

ちに一人一人、赤ちゃんからお年寄りというか、全国民に番号、１億２,０００万人の人

たちに一人ずつの番号を振るという、そして通知を出すということをしている法律でござ

いますけれども、私は、１０月５日以降、各家庭に郵便を通じて簡易書留で届けられてい

る中で、私にだけ言うのかどうかわかりませんけれども、非常に気持ちが悪い、この番

号、あるいは不安だ、心配だという声を数多く聞きます。

それはなぜなのかということで、私いろいろそれなりの資料を調べた結果、本当にこの

番号が国民にとって便利、利便性があるのかなということについて、甚だ疑問に思いまし

た。簡単に私の評価では、非常に国民の一人一人の人権というか、一人一人の情報という

か、一人一人の持っているそういう特性なんかは、非常に曖昧になる、いわゆる曖昧ナン

バーではないかというふうに私感じましたので、ここにいる町民の皆さん、あるいはそれ

に携わる公務員の皆さん方が、陸別の町民だけでもいいから、一人たりとも、このマイナ

ンバーによる今はやりの特殊詐欺、あるいは行政詐欺、行政のミスなどが起きないよう

に、そして、町民一人一人の不安を増長しないような方法とっていただくべくということ

で質問をしたいと思っていますので、よろしく御答弁のほどお願いいたします。

さきの、一昨日の条例のときにも審議された中で、配付状況についてお聞きしたのです

けれども、本人に渡らないで、いわゆる未配達で陸別町に戻ってきたのが９６件だと。そ

のうち、いろいろ手だてをすることによって、何とか解決しているけれども、まだ１０件

ほどが本人に渡っていないという結果を聞いたのですけれども、この１０人に対してとい

うか、そういうものをどのように今後渡し切るのか。

それと、介護施設等に入所している人たちがどのような方法で、簡単に言えば、認知症

というか、本人が自覚できない人たちには、どのように手渡しされているのか、それとも

渡されていないものが施設で保管されているのかどうかについて、わかる範囲でお答え願

います。

○議長（宮川 寛君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） まず、このマイナンバー制度に対して最初に申し上げておかなけ

ればなりません。このマイナンバー制度による個人番号というものは、これは国の法律に

基づきまして、国民全員に１２桁ですか、数字を付番されたものであります。我々地方自

治体は、これら関係する事務を執行する義務があるということを最初にまず申し上げてお

きます。
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配布状況は、今、議員お話ありました、一昨日議案第８３号の質疑でお答えしたとおり

でありますが、残っているやつですが、これは町民課といたしましても、窓口にて通知

カードを交付する旨案内文を送付したり、あと、とりに来ない方は、会社や職場、自宅に

電話を差し上げていると。おおむね予想ですけれども、その分に関してはお渡しできるの

ではないのかなと、そんなふうに思っています。

それと、介護施設のほうなのですが、まだ国も実際に決まっていないというか、はっき

りしていないことがありまして、介護やなんか、新聞にこの前載っていたのですが、そこ

ら辺詳しく、もしお知りになりたいのなら、担当のほうから説明させますけれども、よろ

しいですか。議長よろしいですか。

○議長（宮川 寛君） どうぞ。

芳賀町民課長。

○町民課長（芳賀 均君） 介護施設の関係でありますが、先日の１５日だったでしょう

か、道新の朝刊に掲載されたのですが、厚生労働省からの通知が１５日に発せられまし

て、介護担当のほうに文書が来たのが１５日付でメールできておりまして、それまでは実

は介護施設の取り扱いというのは、具体的な国の示唆がなかったということで、非常に困

惑しているという記事が載っていたと思うのですが、それをもとに介護施設では適正に管

理していると判断しております。

以上です。

○議長（宮川 寛君） ７番谷議員。

○７番（谷 郁司君） 先ほども私申し上げましたように、そういう点が非常に国のやり

方というのは曖昧なのですよね。結局、一人一人に全部渡し切る、そして個人の今後、私

にとっては決してメリットがあるとは思っていません、この番号は。むしろリスクのほう

が多いのではないかと思っているのですけれども、それでも個人に割り振られた中で、介

護施設に入っている人たちはいろいろ介護の報酬とか、いろいろ手続上とか、そういった

番号を今後どうしても記入しなければならない。一昨日も条例の中で言いましたけれど

も、拒否できるのかと言ったら、できないで義務化という中で、それをできるだけ協力し

てもらうという話の中でもあるように、番号というのは個々にならなかったら、いろいろ

な面で申請書類とか、そういうものが使われないのですよね。だから、あくまでも個人の

番号がきちっとされていくか、それとも今のうち曖昧なので、そういう番号が振られなく

ても、そういう介護の問題とか、あるいは行政上の手続などがそういうものがなくても、

今まででさえも、個人の番号がなくても自動車の運転免許証とか、あるいは国民健康保険

証を持っていけば、本人の確認の中で行政手続がされてきたと思うので、その辺との兼ね

合いがどこまでどうなのかというのを説明願います。

○議長（宮川 寛君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） それも実務面なので、担当課長に説明をお願いします。

○議長（宮川 寛君） 芳賀町民課長。
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○町民課長（芳賀 均君） 一昨日のお話と関連ありますので、まず一昨日の関係の中

で、私の答弁の中で、記載のない場合の個人番号の取得の関係で、谷議員からの御質問に

対する答弁で、理由書をつけて地方公共団体情報システム機構へ個人番号を照会すると話

をしたと思うのですが、情報提供ネットワークを使ってということで答弁しましたが、正

しくは、理由書というのはつけるということではなくて、町が提供を求めます、申請書の

記載のときにですね。求めたことの事実経過を記録して、実際は住基ネットワークで番号

を調べることができまして、ただ今お話で出ました高齢者の方ですとか、実際番号を忘れ

たとか、申請の際に、そういうった場合には、その事実関係を記載しまして、住基ネット

で検索して調べた上で、職員が代筆するという、そういった制度がここ近日中に介護保険

関係が厚生労働省から指示があった。それから、後期高齢とか、国保についても以前か

ら、そういう指示が出ております。

以上であります。

○議長（宮川 寛君） ７番谷議員。

○７番（谷 郁司君） ですから、本人に番号を振っていて、本人にきちっと通知されな

いまんまで、実際に時とともに時代が進んでいくというのは、非常におかしい法律なので

すよ。国の初期投資で、マイナンバーについては３,０００億円もかけて、そういうこと

の価値があったのかどうかと。先ほど私言いましたように、今まで行政手続をする上で何

ら個人に番号がなくても、きちっと年金の番号とか、あるいは国民健康保険の番号とか、

自動車免許の番号とか、そういうのがある中で、個々の一つ一つ独立したものでも、本人

の確認を受けながらそういうものをやれたはずなのに、こういうことをやるというのは、

非常におかしな話だと思うのですよね。

そういった点で、先ほども僕も申し上げましたように、国の法律ですので、地方自治体

の、町長の答弁にもありますように、それに従っていくということについては十分理解し

ておりますので、でも行政としてのミスというのを起こさないようにということで、質問

を続けていくわけなのですけれども、一応この法律をして施行していく前に、番号法、マ

イナンバー法で、第２７条には、地方自治体の長を含む行政機関の長などに特定個人情報

ファイルを保有する前に、特定個人情報保護評価を実施しなければならないと。そして、

この評価をした場合には、行政庁は個人情報保護評価委員会の承認を受けるものと規定し

ているわけなのですけれども、当町としては、このスタンスとしてはどうのようにやっ

て、どういうふうに評価を受けたのか、伺いたいと思います。

○議長（宮川 寛君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 今の御質問の特定個人情報保護の評価の関係ですね。

これは、ちょっとややこしくなるのですけれども、詳しく説明しますと、特定個人情報

の保護評価とは何であるのかということで、特定個人情報ファイルを保有しようとする、

または保有する国の行政機関や地方公共団体等が個人のプライバシー等の権利、利益に値

する影響を予測した上で特定個人情報の漏えい、その他の事態を発生させるリスクを分析
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し、そのようなリスクを軽減するための適切な措置を講ずることを宣言するものである

と。この目的は、事前対応による個人のプライバシー等の権利、利益の侵害の未然防止及

び国民、住民の信頼の確保を目的として実施すると。

それで、保護委員会とは何かなと、これも調べてみました。番号法の規定に基づきまし

て、個人番号、その他の特定個人情報が適正に取り扱いされているか監視監督、また法令

違反に対する勧告、命令等をする国の機関ですと。プライバシーに目を光らせる国の機関

であるということなのですが、当町の場合は、平成２７年３月４日に特定個人情報保護委

員会に提出済みでございます。評価対象人員、これは１,０００人以上の評価システムと

いうことになっていますので、当町の場合調べてみましたら、この対象システムは住民税

のシステム、固定資産税システム、軽自動車税システム、住民記録システムの４システム

が該当します。

それと、マイナンバー制度及び特定個人情報保護評価は、町のホームページにも掲載済

みですので、もし時間があったときはごらんいただきたいなというふうに思います。

○議長（宮川 寛君） ７番谷議員。

○７番（谷 郁司君） そういう国のシステムの中で当町も、今の町長の答弁にあったよ

うに、いかに個人情報について、いわゆる漏れないというのですか、情報そのものが、個

人情報保護法からいっても、そういうものを守れるシステムをつくるということについ

て、十分精査しながら評価を得て委員会に答申しているというふうに、私理解をしたわけ

なのですけれども、このことについては、いわゆる番号そのものは人間の頭に入るわけで

はないのですよね。自分の番号でさえもよう覚えていないのに、人のまで覚えられない。

覚えられるのは、これは機械的システム、いわゆる今どきのコンピューターというか、

ワープロとかそういう単純なものではなくて、スーパーコンピューターあたりだと思うの

ですけれども、その辺について、いわゆる基幹系、基幹系というのは多分、氏名、住所、

生年月日だと思うのですよね。それが今言ったように、社会保障、あるいは税とか、一般

的なそういう高齢者の福祉に使うとかというのですけれども、このナンバー形態は、今後

私の知っている限りでは、これから貯金通帳とか、不動産、本人の医療形態とか、そう

いったものまで全部ナンバーで統一しようとしているということなのですよね。全部で九

十何ぼだかにそういうものの中で番号を振り分けしていくという話も聞いていますけれど

も、そういった情報系ネットワーク、この辺についての分離はということで、一昨日も条

例のときに言いましたけれども、これがきちっとしていないと、ひとたびコンピューター

に対するハッカーというか、そういう侵入をされたときに、全部番号によって個人の情報

がだだ漏れしてしまうのですよね。だだ漏れしてしまって、それがインターネットで流さ

れると、とめることはできません。拡散された中で、個人一人一人のそういう情報が拡散

されて、そして、それを利用するあくどい人間たちに町民の方々が不利益をこうむると。

だから、貯金通帳のナンバーは、二、三年後に貯金通帳の番号も個人番号の中で運用して

いくというふうになれば、その人の財産等も全部わかるということですね。
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だから、そういったことをすることのないように、基幹系と、それから情報系と、それ

から情報系の中にもいろいろあると思うのです。そういうものは連結しない中で、独立し

た中で、一つ知られても、後につながらないように、そういうものの対策というのをき

ちっとしていないとだめだと思うのですけれども、その辺の考え方については、先ほど

言った評価に従ったものをそろえているのかどうか、伺いたいと思います。

○議長（宮川 寛君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 今の実際、進行形のことなのですが、議員が心配されていた基幹

系ネットワークと情報系のネットワーク、この分離は、一昨日の議案第８２号、８３号で

もお話ししましたが、当町としましては、１０月５日に間違いなく分離いたしておりま

す。

○議長（宮川 寛君） ７番谷議員。

○７番（谷 郁司君） 今、町長が言ったように、分離していると、確実に分離している

ということについて大変安心しましたけれども、これが情報系とつながるときのアクセス

の仕方も、しっかりした方法をとらないと、今まで国民年金関係でも、全国的に１２３万

件も漏れたというのは、そういう分離はしていても、それを操作する職員の手違いによっ

て、それを見逃さないあくどい人たちによって漏れてしまうと。先ほど大阪でも八十何万

人の情報が流れたとかという、そういうことがありますので、きっちりその辺については

分離と、それから情報系にアクセスする場合には、それなりのパスワードなり、ロックな

り、キーをきちっとした形をとってほしいと思います。

それから、④で書いてあります企業側の雇用者ナンバーの取り扱いということで、これ

は企業者側にも当然企業ナンバーがつきます。ついた中で、個人の働いている人たちです

ね、そこで働いている従業員の人たちのナンバーを集めます。従業員の源泉徴収とか、そ

ういうものも含めた作業に利用していくのだと思うのですけれども、そういった意味で、

さきの国会質問の中であったように、マイナンバーが漏れる穴は二つあると言ったのです

よね。何かと言ったら、地方自治体、さっき言った地方自治体の中と、それから企業側だ

と。だから、企業側で個人の番号を集めておいて、それをきちっと管理して、そして本人

の情報を外部に漏らさない、そういうシステムがあるのかどうかということが穴をふさぐ

理由だというふうに言ったらしいのですよね。ということからいくと、自治体について

今、町長から答弁あったような方法をとっていくことで、できるだけリスク、できるだけ

というか、僕はゼロであってほしいと思うのですけれども、企業側では、従業員の番号を

集めてどのように管理していって、そして、もしその本人がやめたときに、その番号がど

ういうふうにクリアされるのか、消滅されるのか、その辺についてはどのように御指導さ

れているのか、伺いたいと思います。

○議長（宮川 寛君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 私も、この職につく前、８カ月ぐらい前には商工会の一員で事業

をしておりましたが、なかなか国のほうから商工会関係にも伝わるのはすごく遅いような
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感覚をしていたのは事実でございます。それで、心配で今そこら辺、企業者側のマイナン

バー制度の取り扱いはどんなになっているのかなと、調べてみました。

企業も、議員おっしゃるように、平成２８年１月以降、税とか、社会保障の関係、この

手続で、従業員のマイナンバーを記載するという必要が間違いなくあります。例えば報酬

等にかかわる支払調書の作成、あと源泉徴収等、それと雇用保険被保険者資格取得、あと

厚生年金関係、健康保険被保険者資格取得届の作成などなど企業側も同じなのですが、町

内で事業者向けの講習会が２回開かれております。１１月９日、これは十勝池田税務署主

催で、事業所関係者約１９名が参加して行われました。また、１２月５日、これは商工会

の主催で、２０名の参加で、いずれも個人番号の収集、保管方法、その他注意事項等、議

員が心配するようなことの大事な講習があって、大体知れ渡ったのかなと。もう少し知ら

しめる必要があるのではないのかなと思うのですが、企業向けのは、過去にはそういうこ

とをやっています。

○議長（宮川 寛君） ７番谷議員。

○７番（谷 郁司君） これも、国の法律に従ってどういう指示が来ているのか、私もわ

かりませんけれども、かなり曖昧で不明な点もあると思うのですよね。だから、企業者に

対してナンバーを集積して、それをどのように保管するのかということについては、先ほ

ども言ったように、コンピューターなり、何なりで、管理していくのだと思うけれども、

それもやっぱり基幹系と情報系との感じをきちんと分断できる方法を企業側がとっていな

いと、企業側にアクセスされたら、当然そこから芋づる的に個人の情報が、決して企業側

で集積している情報だけでなくて、国で考えている、これから貯金通帳とか財産とか、医

療も、そういうものまで全部芋づる的に出されて、１回もう拡散されたら、それは食いと

めることができないし、当然とめることはできないのですよね。だから、そういったこと

にならないように、企業側たちもかなり神経を使ってもらわないとだめだと私は思うし、

行政指導としても、そういうことにならないようにしっかり行政指導を進めていってほし

いと思います。

やめた人については、もう即ナンバーを消滅するような方法をとるようにでも、ひとつ

お願いします。というのは、一生そこの企業で終わる人もいるけれども、何年かして職を

かわるという人については、勤めているときには番号は必要だけれども、そうでない場合

にはもう消えてしまうと。昔と違った、そういう社会のシステムに悪用されないようにと

いうことを十分指導していってほしいと思います。

それから、通知カードと個人番号カードの紛失ということで、失念も含めての手続と

言ったのですけれども、町では、マイナンバーについて１号から５号まで、自治会を通じ

て各家庭に注意的なナンバーの広報を、広告というのですか、そういうものを出されてい

るのですけれども、個人番号カードをどうしても取得しなければならないという考え方な

のか、それとも任意ですよとか、そういった面について非常に不安に思っている人たちが

いるのですよね。何で写真つきのカードをつくらなければならないのと。通知番号で、番
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号さえ持っていれば、チラシにもあるように、大切に保管してくださいということは、大

切にしまっておきなさいよということなのですよね。それを個人番号カードをつくること

によって利便性があると。あれでもこれでも使えるみたいな言い方をしているということ

は、これは保管ではないのだよね。管理するということになるような感じの使い方が、果

たしてそういう写真つきのカードが必要なのかどうか。その辺について、行政手続上すご

く楽だと言うけれども、人間一生の中で行政に住民票を取り寄せるとか、あるいは行政手

続上の必要な、多分これからも印鑑証明なんかも全部入ってくると思うのですけれども、

そういったものというのはめったに使わない中で、個人カード、これは子供からお年寄り

までということになれば、子供の範囲というのは決まっているし、子供の場合は５年で更

新ですね。それから成人の場合は１０年で、写真つきカードを更新するとなっているので

すけれども。

そういった意味で、私疑問に思うのは、国の予算が個人カードをつくる作成費用とし

て、１,０００万人ぐらいしか用意していないらしいのですよね、今の平成２８年度だと

思うのですけれども。ということは、１億２,０００万人のうちの１,０００万人ですか

ら、１割ぐらいしか、そういうものはないのではないかというか、それぐらいしか見てい

ないというか、必要ないと思うのですよね。あとの９割の方はという意味合いなのかどう

かわかりませんけれども、そういった中で個人の、簡単に言えば、名前つきが決して今の

時代、免許を持っていない人というのは余りいない中で、自動車の免許で十分本人の証明

になると思うのですよね。そういったものをわざわざつくらなければならない、その辺に

ついて喚起することはないというふうに私は理解するのですけれども、その点の考え方は

どうですか。

○議長（宮川 寛君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） これも実務が絡みますので、担当課長より説明させてもよろしい

でしょうか。

○議長（宮川 寛君） 芳賀町民課長。

○町民課長（芳賀 均君） ただいまの御質問ですが、通知カードと個人番号カードの違

いについて、まず説明申し上げたいと思います。

通知カードというのは、皆様のお手元に届いていると思いますが、紙製であります。個

人番号カードというのは、プラスチック製で写真つきということであります。もとを正し

ますと、個人番号というのは、あくまでも本人確認の手段の一つなのですね。今までは本

人確認のために免許証、あるいは免許証でなければ保険証とか、そういったほかの公的書

類で本人確認をしていたのが、そのほかに個人番号によって確実にその方であるという唯

一無二の番号だと言われているのですけれども、その方にしかない番号ということで、よ

り確実な方法の本人確認の手段ということでの個人番号なのですね。

当面、通知カードと免許証があれば各種申請というのはできるということなのですが、

先ほど谷議員がおっしゃっていましたとおり、今後いろいろな形で利用が広がる際に、通
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知カードではそういった利用ができないです。個人番号カードの中には、ＩＣチップが

入っておりまして、先ほど申しました金融関係ですとか、将来的には医療関係とか、そう

いったことへの利用を拡大するためには個人番号カードが必要だと、そういったことにな

ります。

以上であります。

○議長（宮川 寛君） ７番谷議員。

○７番（谷 郁司君） 今、担当課長のほうから、そういう説明をされたのですけれど

も、私はいろいろ新聞記事等について見てみますと、今言った個人番号カードがないと手

続ができないということはないというふうに聞いているのですね。というのは、今までで

も本人の確認さえとれれば、申請書類の手続がとれるというふうに聞いているのですけれ

ども、あくまでも個人の写真つきのものがないと、いわゆる免許証とか、保険証とか、年

金手帳とか、そういうもので代替はできないのですか。

○議長（宮川 寛君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 担当課長から、お願いします。

○議長（宮川 寛君） 芳賀町民課長。

○町民課長（芳賀 均君） 各種申請手続におきましては、通知カードと、先ほど申しま

したとおり免許証、免許証がなければ保険証等、保険証の場合はもう一つほかの公的書類

が必要になりますが、それがあれば番号確認ができるということになります。逆に、個人

番号カードというのは写真つきですので、それ１枚で番号も確認できますし、本人確認も

できるという意味合いです。

それから、先ほどの答弁に漏れがありましたが、金融関係の利用については、まだこの

先の話でありますので、現時点ではまだ利用するという段階ではありません。

それから、先ほど１,０００万人のお話があったと思うのですが、これは発行、今、現

時点で最初の通知カードなり、個人番号カードが無料だということになっています。それ

は国の予算が発行の費用を補塡するという意味で１,０００万人分の予算を国が見ている

ということでありまして、ここは非常に解釈が難しいのですが、当面の間、初回の発行に

ついては無料だという言い方をしております。そういうことであります。ですから、対象

者が１億人以上いると思うのですが、その分の予算を見ているわけではないということで

あります。

以上であります。

○議長（宮川 寛君） ７番谷議員。

○７番（谷 郁司君） ですから、私が言っていますように、結局マイナンバー、今通知

カードで行っていますけれども、今度個人カードで写真つきのもつくれば、すごく便利に

なるよと言いながら、実際、国の予算のほうではそんなに見ていないということは、それ

ほど重視もしていないと思うのですね。また、我々国民一人一人も自己防衛のために写真

つきのものを持って歩くということはまずそんなにしないと思うのですよね。だから、必
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要最小限度にとどめるとなれば、通知カードさえ正確に大事に持っていれば、私はいいと

思うのですよね。そういった意味で、持ち歩くような、常に何かかにかにつけての写真つ

きの個人カードを提出するという必要性が余りないということを国も思っていると思うの

で、その辺については、これは自治体の中での責任ではないけれども、それほど写真つき

個人カードを重要視はしていないと私は思って、先ほど言ったように、通知カードで、あ

と本人確認であれば、自動車の免許証があれば、それで済むというふうに私は理解してお

ります。

これから、先ほど前段でも言いましたように、曖昧な中で個人の情報保護法からいって

も、また今どきのコンピューターに対する不信感という中で、一度そういうものが漏れた

段階ではとどめなく拡散されるし、個人の情報、秘密的なものというのは暴露されていく

と。それはそれでいいのですけれども、良心的な人はそんなもの、個人のことについては

利用しませんけれども、悪意のある人間は、この人はこれだけのお金を持っている、こう

いう者は借金もあるとか、あるいはこれだけの病気をしているとかという、そういうもの

にどんどん利用される、そういったことをしないようにするためには、私は⑥にもありま

すように、自己防衛としてナンバーを見せない、また持っても歩かない、知らせない、で

きるだけ本当に必要なものにしかしないで、ふだん持って歩かないで、利用もしないと。

これは頓挫した余談ですけれども、軽減税率でカードを使えば、税金が安くなるみたい

な、買い物、店屋ですね、こんなの言語道断ですよ、持って歩くということは。普通的な

カードの、ポイントカードみたいなのをなくしたからといってもどうということはないけ

れども、これは大変なことになるということを考えると、そういうものは必要ないと。頓

挫しましたけれども、そういった意味合いからいくと、私は⑥の自己防衛として、ナン

バーを見せない、知らせない、利用しないというのが重要だと思います。

そういった意味で、今後自治体としてのセキュリティーは、行政手続上も、先ほど言っ

たように、全員の方にナンバーが届いているわけでもないし、またナンバーが届いていて

もナンバーを読み取ることのできない人たちもいると。それから、多分、絶対的に、僕は

聞いてはいないけれども、陸別から出ていった人については、後から追跡しながら、その

カードを渡したという話ですけれども、陸別に１０月５日以後に入ってきた人たちが本当

にカード、番号が渡っているのかというのは、私は疑問に思うのです。そういう人たちに

ついては、どのように対処していくのか。

それから、もし通知カードを紛失したり、番号を大切に保管していても、どこにしまっ

たかもわからないという、番号がすぐ出ない場合においては、どのような方法でそれを利

用していくのか、また再発行手続等についてはどうなのか、考え方を町民に知らせなけれ

ばならないと思うのですけれども、その辺どうですか。

○議長（宮川 寛君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 私のほうから自治体としてのセキュリティーはどうするのだとい

うことについてお答えしたいと思います。
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基本的に、物理的に人間のつくったものは１００％完全にセキュリティーを守れるとい

うものは私はないと思っているのですよ。ただ、それはあくまでも扱う人間が漏れないよ

うどうすればセキュリティーが保てるかということを真剣に考え、対策を講じて守れるも

のだというふうに思っています。

今まで陸別町としましても、個人情報を慎重に扱ってきました。特定個人情報、これは

個人番号を含む個人情報についても、さらに慎重に取り扱いをしたいと思っていますし、

そういう指導もしております。また、具体的な方策として、誰がどのような操作をしたか

という、そういうのは記録に残すことも必要でないのかなと、そんなふうに思っています

し、簡単に持ち運べるＵＳＢ対策、そこら辺もやっぱりそういう機器の使用制限等も考え

ていかなければならないなと。また、議員もおっしゃった文書データは暗号化するとか、

インターネット閲覧の際のフィルタリング等もしっかりやっていかなければならないな

と。国が示すセキュリティー対策は、実施済みですし、完全に実施していきますが、町で

もそこら辺、最初に言いましたように、できるだけのことはして、セキュリティーを守っ

ていきたい、そんなふうに思っています。

２８年１月以降、実際に個人番号の収集、保管等に従事する職員に対して、先ほど言い

ました説明会、安全管理に向けて周知徹底しましたが、これからもなお一層、そこら辺は

徹底していきたいと、かように思っています。

その次の、新しく来た人にどうなのだとか、何とかというのは、担当課長から説明させ

ます。

○議長（宮川 寛君） 芳賀町民課長。

○町民課長（芳賀 均君） 先ほどの質問で、１０月５日以降に当町に転入された方につ

いての手続なのですが、転入手続をした際に、当町で個人番号の要求をします。それで地

方公共団体情報システム機構から、今回皆さんに１０月２２日以降行ったように、転入先

に郵送されることになります。さらには、簡易書留で行きますので、そこでもし不在の場

合は１週間郵便局で保管されまして、その間に本人等の接触ができない場合は、郵便局か

ら当町の町民課のほうへ返戻されると、そういう同じ流れであります。

以上であります。

○議長（宮川 寛君） ７番谷議員。

○７番（谷 郁司君） 当町においては、２,５００何がしの人口の中で、行政を進める

上では、漏れなくそういうものの手続をしているのだと、人口が少ないからというのでは

なくて、きめ細かく対応しているのだというふうに、私自身思うわけです。

今、町長が答弁したように、機械を開発した人間が、その機械をうまく利用するという

ことは、機械的なものに結局絶対的なものはないという答弁をいただいたのですけれど

も、そのとおりなのですよね。やっぱり機械をつくる人ももちろんそうですけれども、使

う人の良心的な問題というのかな、簡単に言えば、器械を操作している上でヒューマンミ

スというか、ヒューマンエラーというか、そういうものもあり得ると思うのです。
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前段で私言いましたように、陸別の町民の方々が一人たりともそういう悪徳詐欺に合わ

ないように、そういう人たちの餌食にならないように、十分対策をとってほしいというこ

とをお願いすると同時に、マイナンバーに携わる職員は、最低でもやっぱり複数で、お互

いに内部牽制していないと、担当者一人だけでそれをやっているということはヒューマン

エラーにつながると思うので、その辺についても、対策はどうですか。

○議長（宮川 寛君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） おっしゃるとおり、一人でやるよりは二人三人で確認しながらや

ると。そこら辺は、内部でも十分議論がなされておりますし、できる限り安心感を持たな

いで常に危機意識を持ちながら、業務に当たっていきたいと思っています。

ただ陸別町、高齢化率も高くて、お年寄りの方が多いので、この前の自治会長会議でも

お願いしたのですが、お年寄りの方にも、隣のおじいちゃん、おばあちゃんにでも、やっ

ぱりちょっと相談相手にもなってあげていただきたいなと。お互い助け合いの心が大切で

すし、そこら辺もまた、町民の皆さんにはお願いしたところでございます。

○議長（宮川 寛君） 芳賀町民課長。

○町民課長（芳賀 均君） 済みません、先ほどの私の答弁で不十分な部分がありました

ので、追加で答弁させていただきたいと思います。

転入された方の扱いですが、１０月５日以降で、うちに転入された方で、転入元で通知

カードが渡っていない方については、先ほど申したとおりであります。１０月５日以降に

こちらに転入された際に、既に転入元で手元に通知カードがいっていた場合は、その通知

カードがうちの転入手続の際に通知カードの裏に転入先の住所とか、記載事項が変更なっ

た場合もそうなのですが、裏書きをしていきます。そういう手続がありますので、１０月

５日以降、渡っていない方だけが先ほどの答弁の内容になります。

以上であります。

○議長（宮川 寛君） ７番谷議員。

○７番（谷 郁司君） 今、担当課長が言ったように、転入の場合と、それから転出、同

じ町内会でも住所がかわった場合、そういったものも通知カードの裏書きをする、これも

本当に御苦労さまです。自治体の職員は、それをしなければならないというふうに聞いて

おります。そういったことで、間違いのないように進めて、私に与えられた１時間の中で

の質問でございますので、あと２点ありますので、マイナンバーについてはこれで終っ

て、今後、町長の言われたとおりに、町民が安心して、不安のないような生活を送ってく

れるような対策を、十分気を使っていただきたいと思います。

２番目に、林業振興策の考えを伺いたいということをだしているのですけれども、さき

の私たち議員が全員で合同視察ということで、さきの議員の質問の中にもありましたよう

に、下川町に行政視察として行ってまいりました。その中で、林業をうまく活用している

なというふうに私理解してきたのですけれども、視察に際しまして、副町長並びに産業振

興課長、総務課長が同行していただきまして大変ありがとうございます。そういった意味
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で、町長には、行政視察等についての中身について御報告があろうかと思うのですけれど

も、その辺についてどのように報告され、町長としてどのように捉えたのかを伺いたいと

思います。

○議長（宮川 寛君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 下川町ですが、私も過去に３回ほど行っています。最近であれ

ば、議会で行った１年前ぐらいになりますかね、行って見てきております。下川町、今そ

ういったことで全国から視察が絶えない、それぐらい注目されているところです。陸別町

も、皆さんもちろん同じ思いをしているのでしょうが、やっぱり木があってできた町でご

ざいますので、林業振興策ということは、やっぱり真剣に考えていきたいと。

下川町、循環型のサイクルがすごく整っていまして、あれだけ山も持っていて、うまく

回して、理想だなというように、この前の文書もいただいて、それを見させてもらって

も、そういう考えを持っております。

○議長（宮川 寛君） ７番谷議員。

○７番（谷 郁司君） 今、町長が、町長自身も過去、議員のときに下川を見てきたとい

うことであるので、評価的には、私も同等な考え方でおります。

そういった意味で、当町は総体的に８割方が森林であって、総体的に５割を超えるぐら

いが国有林地ですよね。だから、国有林地は、過去には営林署の職員が４００人も５００

人もいたという実態の中で、言い方は悪いけれども、国の政策によって、国の財産の管理

を放棄はしていないけれども、そんなに熱心にやっていないという結果の中で、営林署の

縮小、今は林野庁というのですか、林野局というのか、そういう人たちが減らされてき

て、そして実態的には、国有林は荒れてはいないと思うけれども、それほどきちっとした

森林としての管理ができていないと思うのですね。

そういった意味で、先ほど私が言ったように、また町長も言ったように、下川では町有

林プラス国有林の払い下げによって、年間５０町の植林やら、あるいは造林、いわゆる造

材とか、製材、その中に出たはねものについてはチップにして、バイオ的に利用するとい

う循環をきちっとしているということは、これはうちらも当然まねという言い方は悪いけ

れども、決して陸別もやってやれないことはないのではないかと思うのですね。

だから、国有林をうまく手にすることがなくても、町有地にしなくても、それを管理さ

せてもらえるとか、原木についてとか、植林についてというのに参入できることが、私は

宝の山だと思うのですけれども、その辺について、町長の考えはどうですか。

○議長（宮川 寛君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 林業振興策の一環として、下川町の話なのですけれども、過去に

陸別町も国有林を買わせてもらえないかとか、あと国有林の管理を一部国から町に委託し

てもらえないかと、そういう相談もさせていただいたことがあるそうです。ところが、管

理委託もお願いしたときにも、国有林は国が粛々と管理していくよということで、町には

任せていただけなかった。そして国有林を購入、ここら辺も、私らもいろいろ考えては来
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ているのですが、今の段階で、金額等、かなりやっぱり高額な数字を示されて、これは何

回かまた交渉はしなければならないとは思っているのですが、そこら辺も調査を十分にし

ていきたいというふうに思っています。

一時、今、下川町、これは決して下川町のことを悪く言う意味ではございませんが、当

時、下川町で、町の活性化で国有林を買ったと。それで一時、財政破綻近くまで下川町も

いったのです。それぐらいの、一か八かといったら、ちょっと言葉は悪いですけれども、

気構えがあってやったことが、今はそういうふうに循環型のサイクルができたのですけれ

ども、それを同じくやるのはいいのかというのはまた別な話で、そこら辺は十分、これか

ら先、財政や何かも考えていかなければならないので、スピード感を持って考えていきた

いというふうに思っております。

○議長（宮川 寛君） ７番谷議員。

○７番（谷 郁司君） これは決して冷ややかな気持ちで言うつもりはありませんけれど

も、過去に歴代町長は林業上がりということの中で、なかなか国有林についてというか、

山に対するというのか、そちらをしなくてもまだまだすべきことがあって、今日に至って

いると思うのですけれども、国有林についての考え方というのは、今、町長が言ったよう

な過去もあったと。今の町長自身は、林業上がりでないので、大胆に、それは財政破綻の

ところまでいけとは言わないけれども、勇断な気持ちで、思いっきりが僕は大事だと思う

し、先ほどの木炭の関係とか、あるいはチップ材によって暖房をとるとか、そういったも

のの循環がうまく回っているということは、どこかでやっぱり勇断を持った考え方を持た

ないと、陸別の将来的に、林業の町だという栄えと同時に、利用してきたという町になら

ないような気がしますので、もう一度その辺の決意をお願いします。

○議長（宮川 寛君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） これはまちづくりに関して、下川町だけでなくて、いろいろな町

村、今、あの町すごいな、産業界でもすごいなというところは、例えば町村名は言わない

のですけれども、ホタテが今一生懸命よくなっているところも、一時、町のある金ほとん

どを使って、そして養殖事業にかけて今があると。そういうようなこともありますので、

前向きに調査検討していきたいなというふうに思っています。

それで、私個人だけで、これは決して決断できるものでもございませんし、今盛んにう

ちの町の林業関係者の若い方々、または社長さんとも何回かそういうことも含めて相談申

し上げ、意見を伺っているところでございます。

○議長（宮川 寛君） ７番谷議員。

○７番（谷 郁司君） 今、町長が答弁の中にあった林業関係の方と懇談というか、対話

を詰めたというふうに聞いているし、僕自身も直接的ではないけれども、そういう話を聞

いたのですけれども、やっぱり林業の人たちも自分たちの企業が生き延びるためにどうな

のかというのは、それなりの知恵を持っていると思うのですね。そういった意味をくみ上

げながら、雇用者の技術養成とか、あるいは確保、造材は今機械化されているし、製材、
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あるいは植林についての形はマンパワーというか、人間の力を借りないとできない面はあ

るけれども、創造的に女子力というのですか、女性もこういう自然の中で働きたいとい

う、そういう意向もあると思うので、その辺なんかも拡大的に進めていくことが必要でな

いかと。技術者というのは、伐倒にしても、それなりの知識と技術がないとできないとい

う、一昼一夜でできるものでもありませんので、そういったものに対する農家の新規就農

と同じような、そういう体制もつくって、林業がどんどん利用できて、なおかつ陸別の発

展にもつながるのではないかと私は思うので、その辺の対策、企業者側がどういう考えを

持っているのかわかりませんけれども、そういったことも聞いたり、それから、今聞いた

ところによりますと、植林用の苗木が足りないというふうに聞いているのですけれども、

森林組合に行くと、森林組合単独では、まあまあ循環、順調ではないけれども回っている

というふうに聞いたのですけれども、いざ植林を計画して大きくやりたいとなったら、苗

木がないという、そういったことも聞いておりますので、そういう苗木をつくる畑とか、

さきの議員が言ったように、薬草をするとか、そういった畑の関係についての組合という

か、やる気のある人たちを集めてでも早急に実現すれば、またそれなりの新規事業が可能

でないかと思うのですけれども、その辺についての考えはどうですか。

○議長（宮川 寛君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 苗木の前に、地元の林業経営者の方々と話して、やっぱりそれぞ

れいろいろな悩みを持っています。担い手不足、あと造林の若手のなり手が、もちろん今

担い手不足なのですけれども、高齢化がどんどんなってくると。そんなので、それぞれ単

独で札幌に行って求人をしているようなところもありますし、前向きなのですが、町もで

きるようなことは単独事業で、話せば長くなってしまうのですけれども、単独事業で陸別

町退職金共済制度加入促進事業というのもやっていますし、あと緊急雇用対策事業、あと

担い手の対策事業等いろいろやっているのですが、細かなところに手の届くようなことを

町もやってあげなければならないなと最近強く思っているのですが、そういう悩み事もで

きることは解決できるように、一生懸命努力していきたいなというふうに思っています。

それと、苗木の話なのですが、二、三年前、私も、苗木不足だ、苗木不足だという話を

伺ったのですが、心配して、昔は苗圃がたくさん陸別もあって、それで充当されていたの

でしょうけれども、そういう不足があったのですが、この前のお話では、十分間に合って

いるよということでした。苗木に関しては、森林組合を通して皆さん確保しているような

のですが、毎年５年間の要望量を北海道に提出しているそうです。道はそれをもとに道内

の苗木の需給を調整しているということです。自然界ですから、種がとれなかったりと

か、成長がよくなかったりとか、いろいろ気象状況にも左右されるようなことがあるので

すが、何とかこれからはうまく回っていくのではないのかなと、そういうような説明があ

りました。森林組合にお話を伺ったのですが、北海道山林種苗協同組合に対して、毎年苗

木の安定供給と品質確保については一生懸命働きかけていますということでした。

近隣の他町で、苗木を自家生産するといううわさとか、予定を聞いたこともあります
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が、そこら辺に確認してみましたら、現在調査中ですと。実際、それが手に入るのには、

やっぱり年数がかかるから、ちょっと今足踏み状態ですと、そういうことが今の状態みた

いです。

○議長（宮川 寛君） ７番谷議員。

○７番（谷 郁司君） 林業関係については、今後もまたいろいろ議案とか、何かの審議

のときも言いますけれども、また今後の一般質問にも取り上げて、林業をうまく回転させ

ることが、思い切って勇断することが、町のためになるのではないかと私思っていますの

で質問しますけれども、時間もありませんので。

最後の点について、通告した開町１００年に向けての事業の取り組みについて、次回の

行政執行方針に出す考え方はということで通告しているのですけれども、さきの議員の一

般質問の中にもありましたような、そういうようなものも含めて、１００年に向けて、野

尻町長自身も１００年目はまだ任期中というのですか、ことし改選でしたので、４年任期

の中にちょうどぶつかるので、少なくとも来年あたりから、もし何かをやるというか、

やってほしいのです。そういう中で、来年の執行方針の中で織り込むようにできるかどう

か、伺いたいと思います。

○議長（宮川 寛君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） これは、久保議員の質問のときにもお答えしましたが、庁舎内で

も予算編成会議のときに、平成３０年の年に開町１００年、町政執行６５周年だから、記

念事業等の検討を考えておく必要があるよということは指示を出していますが、これは町

民の皆さんにまずそういうことであるよということを知らしめることが一番必要なのでは

ないのかなと、そんなふうに思います。まだ年数もあるといったら、そんなにないよと言

われるかもしれませんが、あることなので、そこら辺、まず一つずつステップアップして

いこうと思っていますので、次の執行方針に触れるということにはならないのかなと、私

自身はそんなふうに思っております。

○議長（宮川 寛君） もう１回だけ。

７番谷議員。

○７番（谷 郁司君） 大変残念なお答えをいただいたのですけれども、町長やっぱり、

せめてというか、前向きな攻めた考え方でいかないと、そういう受け身的ではまずいと思

うのですよね。１００年なら１００年という一つけじめの中で、これをやるのだくらいの

ものを今のうちからしていないと、２年ちょっとで終わりですよ。だから、そういった意

味で、めり張りのきいた町政執行をする上で、大事な節目だと思うので、もう一度再考願

います。

○議長（宮川 寛君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 私は決して自分はそんな受け身の性格だとも思っていませんし、

ちょっとそういう意見には憤慨するのですが、今の意見は御意見として伺っておくことに

いたします。
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○議長（宮川 寛君） これで、一般質問を終わります。

────────────────────────────────────

◎追加日程第１ 発議案第５号議員の派遣について

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 追加日程第１ 発議案第５号議員の派遣についてを議題といたし

ます。

お諮りいたします。

平成２８年３月中に、常任委員会合同により帯広市及び本町の消防緊急通報システムの

視察をするため、議員全員を派遣したいと思います。

御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

したがって、本件は議長発議のとおり、派遣することに決定しました。

なお、日程の決定については、視察先と調整が必要なため、議長において一任願いたい

と思います。

御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

────────────────────────────────────

◎日程第３ 委員会の閉会中の継続調査について

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 日程第３ 委員会の閉会中の継続調査についてを議題とします。

議会運営委員会、総務常任委員会及び産業常任委員会の各委員長から、会議規則第７５

条の規定により、申出書のとおり、閉会中の継続調査の申し出があります。

お諮りいたします。

各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

したがって、各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しま

した。

───────────────────────────────────

◎閉会宣告

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 以上で、本定例会の日程は、すべて終了しました。

会議を閉じます。

平成２７年陸別町議会１２月定例会を閉会いたします。
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閉会 午後 ３時１８分


